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開発における統治と立法の意義

開
発
に
お
け
る
統
治
と
立
法
の
意
義

―
―
正
統
性
と
正
当
性
の
相
補
作
用
に
よ
る
法
の
支
配
の
構
築
―
―
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一　

問
題
の
所
在

二　

国
づ
く
り
に
お
け
る
立
法

三　

開
発
の
戦
略
・
政
策
と
立
法

四　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
下
で
の
立
法

五　

結
語

一　

問
題
の
所
在

　

法
を
用
い
て
良
い
統
治
（good governance

）
を
構
築
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
社
会
の
発
展
を
促
す
方
法
を
探
求
す
る
開
発
法
学

（Law
 and D

evelopm
ent

）
の
観
点
か
ら
は）（
（

、
立
法
（legislation

）
は
法
に
よ
る
統
治
の
構
築
プ
ロ
セ
ス
を
始
動
さ
せ
る
契
機
と
し

て
、
重
要
な
意
義
を
も
つ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
開
発
と
い
う
視
角
か
ら
立
法
に
固
有
の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
は
従
来
あ
ま
り
行
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わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る）2
（

。

　

し
か
し
、
開
発
と
い
う
プ
リ
ズ
ム
を
通
し
て
み
る
と
、
立
法
に
関
す
る
新
た
な
問
題
の
位
相
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
れ
は

開
発
プ
ロ
セ
ス
に
あ
る
社
会
で
は
、
立
法
・
司
法
・
行
政
と
い
う
権
力
が
分
化
し
た
法
シ
ス
テ
ム
と
、
そ
れ
を
運
営
す
る
政
府
が
機

能
し
て
い
る
よ
う
な
国
家
の
確
立
が
、
必
ず
し
も
所
与
で
は
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
。
そ
こ
で
は
、
政
府
自
体
を
（
再
）
編
成
し
て

国
家
を
（
再
）
構
築
し
、
開
発
政
策
を
実
施
し
て
経
済
成
長
や
民
主
化
を
促
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
と
い
う
国
家
統
治
の

動
態
の
中
で
、
立
法
し
、
裁
判
し
、
執
行
す
る
と
い
う
法
に
よ
る
統
治
の
構
築
方
法
の
一
環
と
し
て
、
立
法
の
意
義
や
改
善
方
法
が

問
題
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
法
に
よ
る
統
治
は
多
く
の
社
会
に
と
っ
て
所
与
と
は
い
え
な
い
。
Ｍ
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
示
唆
し
た
よ
う
に
、
法
に
よ

0

0

0

る
統
治
は

0

0

0

0

正
統
的
支
配

0

0

0

0

0

（legitim
e H

errschaft

）
の
一
形
態

0

0

0

0

に
す
ぎ
な
い
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
正
統
的
支
配
の
理
念
型
と
し
て
、
①
伝

統
的
支
配
（traditionale H

errschaft
）（
昔
か
ら
妥
当
し
て
き
た
伝
統
の
神
聖
性
お
よ
び
こ
れ
ら
の
伝
統
に
よ
っ
て
権
威
を
与
え
ら
れ
た
者

の
正
統
性
に
対
す
る
日
常
的
信
仰
に
基
づ
く
支
配
）、
②
カ
リ
ス
マ
的
支
配
（carism

atische H
errschaft

）（
あ
る
人
と
彼
に
よ
っ
て
啓
示

さ
れ
、
ま
た
は
創
造
さ
れ
た
秩
序
の
神
聖
性
、
英
雄
的
力
ま
た
は
模
範
性
に
対
す
る
非
日
常
的
帰
依
に
基
づ
く
支
配
）
と
並
び
、
③
合
法
的

支
配
（legale H

errschaft

）（
制
定
さ
れ
た
秩
序
の
合
法
性
、
お
よ
び
こ
れ
ら
の
秩
序
に
よ
っ
て
支
配
権
を
行
使
す
る
任
務
を
与
え
ら
れ
た

者
の
命
令
権
の
合
法
性
に
対
す
る
信
仰
に
基
づ
い
た
支
配
）
を
提
示
し
た）3
（

。
こ
こ
で
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、「
正
統
的
」
支
配
と
い
う
点
で
、

合
法
的
支
配
が
伝
統
的
支
配
や
カ
リ
ス
マ
的
支
配
よ
り
も
「
正
し
い
」
と
か
「
優
れ
て
い
る
」
と
い
う
優
劣
関
係
は
な
く
、
そ
れ
ら

の
間
に
進
化
論
的
発
展
関
係
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
仮
に
合
法
的
支
配
が

所
与
で
も
必
然
で
も
な
い
と
す
る
と
、
そ
の
成
立
プ
ロ
セ
ス
（
他
の
支
配
形
態
か
ら
の
移
行
プ
ロ
セ
ス
を
含
む
）
が
存
在
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
合
法
的
支
配
と
い
う
正
統
的
支
配
の
一
形
態
が
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
か
と
い
う
問
題
は
、
開
発
法
学
の
重
要

な
課
題
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
開
発
と
い
う
プ
リ
ズ
ム
を
通
し
て
法
に
よ
る
良
い
統
治
の
構
築
契
機
と
し
て
の
立
法
の
意
義
を
動
態
的
に
検
討
す
る

こ
と
は
、
既
存
の
立
法
シ
ス
テ
ム
を
前
提
と
す
る
立
法
実
務
の
分
析
・
検
討
、
民
主
制
下
で
の
立
法
の
質
の
改
善
等
の
課
題
に
と
ど

ま
ら
ず
、
立
法
自
体
を
産
み
出
す
統
治
シ
ス
テ
ム
全
般
の
正
統
性
や
実
効
性
の
探
求
を
も
視
野
に
入
れ
る
立
法
理
学

（legisprudence
）
4
（

）
の
問
題
関
心
に
通
じ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
開
発
プ
ロ
セ
ス
の
主
要
局
面
で
あ
る
①
国
づ
く
り
、
②
経
済
成
長
・

民
主
化
等
の
開
発
政
策
の
促
進
、
③
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
に
着
目
し
、
各
局
面
に
お
い
て
良
い
統
治
の
実
現
と
い
う
視
点
か
ら

立
法
の
意
義
を
検
討
す
る
。
す
な
わ
ち
、
①
国
づ
く
り
に
お
け
る
政
治
権
力
の
集
権
化
と
立
憲
的
秩
序
の
構
築
、
②
比
較
的
短
期
間

の
う
ち
に
経
済
的
・
政
治
的
・
社
会
的
発
展
を
実
現
す
る
た
め
の
政
府
主
導
に
よ
る
戦
略
的
立
法
の
制
定
・
施
行
、
③
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
む
中
で
国
家
が
直
面
す
る
、
国
際
的
法
定
立
と
緊
張
関
係
に
立
つ
国
内
立
法
の
整
備
で
あ
る
。

　

そ
の
際
、
本
稿
が
と
く
に
注
目
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
何
れ
の
局
面
で
も
開
発
と
い
う
人
為
性
・
政
治
性
の
高
い
目
標
を
達
成
す
る

た
め
の
戦
略
的
・
政
策
的
な
立
法
に
お
い
て
は
、
そ
の
出
自
の
由
緒
正
し
さ
と
し
て
の
正
統
性

0

0

0

（legitim
acy

）
の
確
保
が
問
題
と

な
り
、
そ
れ
が
困
難
な
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
内
容
の
正
義
適
合
性
と
し
て
の
正
当
性

0

0

0

（justness, rightness

）
の
追
求
に
よ
る

補
完
が
し
ば
し
ば
試
み
ら
れ
（
無
論
、
正
当
性
の
判
定
困
難
を
正
統
性
が
補
完
す
る
通
常
パ
タ
ー
ン
も
あ
る
。
注
（（
お
よ
び
該
当
本
文
参

照
）、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
政
府
と
国
民
の
間
お
よ
び
政
府
内
の
立
法
部
・
司
法
部
・
行
政
部
の
間
に
緊
張
を
伴
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
開
発
に
お
け
る
立
法
の
問
題
は
、
先
進
国
・
途
上
国
を
問
わ
ず
、
国
家

に
お
け
る
法
の
生
成
・
変
動
の
動
態
に
関
す
る
一
般
理
論
へ
と
わ
れ
わ
れ
の
関
心
を
引
き
戻
す
。
そ
れ
は
法
の
正
統
性
と
正
当
性
が

二
重
螺
旋
の
よ
う
に
絡
み
合
い
な
が
ら
展
開
す
る
法
の
支
配
の
確
立
プ
ロ
セ
ス
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
序
論
的
考
察
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
予
め
お
断
り
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）5
（

。
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二　

国
づ
く
り
に
お
け
る
立
法

　

１　

政
治
の
法
化
か
法
の
政
治
化
か

　

開
発
プ
ロ
セ
ス
の
起
点
と
な
る
国
家
秩
序
の
構
築
、
い
わ
ゆ
る
国
づ
く
り
に
お
い
て
、
法
に
よ
る
統
治
を
選
択
す
る
と
す
れ
ば
、

政
治
権
力
の
集
権
化
と
そ
れ
を
法
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
の
双
方
が
問
題
に
な
る
。
か
か
る
立
憲
的
秩
序
の
形
成
に
お

け
る
立
法
は
、
議
論
可
能
な
政
治
的
価
値
を
枠
づ
け
、
政
治
か
ら
の
イ
ン
プ
ッ
ト
を
内
容
的
に
制
御
す
る
一
方
で）（
（

、
政
治
権
力
と
の

連
結
性
を
無
視
で
き
な
い
。
実
効
的
な
執
行
権
力
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
こ
と
な
し
に
は
統
治
シ
ス
テ
ム
と
し
て
機
能
し
え
な
い
と

い
う
開
発
が
直
面
す
る
問
題
を
前
に
す
れ
ば
、
政
治
と
の
連
結
性
を
前
提
と
し
た
法
の
み
が
現
実
で
あ
る
。
憲
法
制
定
と
政
治
権
力

（
生
の
実
力
）
は
別
だ
と
論
じ
る
こ
と
は
、
開
発
の
現
場
で
は
何
ら
問
題
解
決
に
な
ら
な
い
。

　

対
立
す
る
政
治
勢
力
が
ク
ー
・
デ
タ
、
暫
定
的
憲
法
宣
言
、
憲
法
草
案
作
成
と
国
民
投
票
を
繰
り
返
す
中
で
、
法
的
・
政
治
的
・

経
済
的
混
迷
に
陥
っ
て
い
る
最
近
の
エ
ジ
プ
ト
の
例
は
、
そ
の
こ
と
を
如
実
に
証
言
し
て
い
る）（
（

。
政
治
と
法
の
深
刻
な
相
克
は
、
ネ

パ
ー
ル
や
タ
イ
に
も
み
ら
れ
る）8
（

。
そ
う
し
た
中
、
エ
ジ
プ
ト
や
ネ
パ
ー
ル
で
は
、
政
治
闘
争
が
繰
り
返
さ
れ
た
末
に
、
最
高
裁
長
官

を
暫
定
大
統
領
ま
た
は
臨
時
首
相
に
据
え
た
憲
法
制
定
プ
ロ
セ
ス
の
再
開
に
よ
る
収
拾
が
図
ら
れ
た
。
こ
れ
を
政
治
問
題
へ
の
司
法

の
関
与
の
増
大
に
よ
る
政
治
の
司
法
化

0

0

0

0

0

0

（judicialization of politics

）
と
立
憲
主
義
へ
の
進
展
と
み
る
か
、
む
し
ろ
政
権
が
都
合
よ

く
司
法
（
官
僚
）
を
利
用
す
る
司
法
の
政
治
化

0

0

0

0

0

0

（politicization of judiciary

）
と
み
る
か
は
、
微
妙
か
つ
流
動
的
で
安
易
な
単
純
化

を
許
さ
な
い）9
（

。
こ
こ
で
は
既
存
の
憲
法
が
定
め
る
改
正
手
続
に
依
拠
し
な
い
憲
法
の
正
統
性
の
獲
得
が
問
題
に
な
る
。

　

２　

法
に
よ
る
統
治
の
成
立
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
正
統
性
の
欠
陥
と
正
当
性
に
よ
る
補
完

　

⑴　

法
に
よ
る
統
治
の
成
立
プ
ロ
セ
ス
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か
か
る
正
統
性
の
危
機
の
打
開
策
と
し
て
、
政
権
が
一
定
の
憲
法
的
提
案
を
国
民
に
投
げ
か
け
、
そ
の
反
応
を
注
意
深
く
分
析
し
、

さ
ら
に
憲
法
形
成
に
必
要
な
提
案
と
反
応
分
析
を
繰
り
返
し
、
合
意
形
成
に
向
け
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ

る
憲
法
的
慣
行
（constitutional convention

）
の
創
造
が
考
え
ら
れ
る）（（
（

。
そ
こ
で
は
提
案
内
容
が
大
多
数
の
国
民
に
と
っ
て
真
に

納
得
の
ゆ
く
正
当
性
を
も
つ
か
ど
う
か
に
関
心
が
集
ま
る
。
通
常
は
法
の
正
当
性

0

0

0

に
関
し
て
異
な
る
見
解
を
も
つ
人
々
に
も
法
へ
の

尊
重
や
忠
誠
を
求
め
る
た
め
に
、
法
の
正
統
性

0

0

0

が
求
め
ら
れ
る）（（
（

。
し
か
し
、
と
り
わ
け
開
発
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
法
の
正
統
性
が
稀
薄

な
場
合
に
、
政
権
が
発
出
し
た
法
の
基
本
的
内
容
の
正
当
性
―
―
そ
れ
は
国
民
の
大
多
数
が
真
に
納
得
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
ひ
と

ま
ず
判
断
さ
れ
る
―
―
が
正
統
性
の
欠
如
を
補
完
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

こ
の
現
象
は
日
本
に
お
け
る
法
に
よ
る
統
治
の
成
立
プ
ロ
セ
ス
に
も
見
出
さ
れ
る
。
日
本
の
合
法
的
支
配
の
成
立
プ
ロ
セ
ス
で
は
、

現
行
憲
法
の
公
布
（
一
九
四
六
年
）
に
先
立
つ
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
等
の
事
実
を
看
過
で
き
な
い）（（
（

。
し
か
し
、
開
発
の
観
点
か
ら
は

そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
行
憲
法
案
が
帝
国
議
会
で
審
議
さ
れ
、
明
治
憲
法
（
一
八
八
九
年
）
の
改
正
手
続
（
七
三
条
）
に
則
っ
て

公
布
・
施
行
さ
れ
、
旧
秩
序
と
の
連
続
性
が
保
た
れ
た
点
が
重
要
で
あ
る）（（
（

。
そ
の
明
治
憲
法
自
体
、
王
政
復
古
号
令
（
一
八
六
七
年
）、

五
箇
条
御
誓
文
・
政
体
書
（
一
八
六
八
年
）、
立
憲
政
体
詔
書
（
一
八
七
五
年
）
に
よ
る
元
老
院
（
議
会
）、
大
審
院
等
の
設
置）（（
（

、
内
閣

制
度
の
創
設
（
一
八
八
五
年
）
を
経
て
徐
々
に
形
成
さ
れ
た
憲
法
的
慣
行
を
前
提
に
制
定
さ
れ
た
。
最
初
の
憲
法
制
定
前
に
議
会
・

裁
判
所
・
内
閣
が
活
動
を
始
め
、
人
々
は
長
ら
く
そ
の
慣
行
に
服
し
て
き
た
。
こ
う
し
て
明
治
維
新
か
ら
現
行
憲
法
に
至
る
プ
ロ
セ

ス
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
現
在
の
統
治
シ
ス
テ
ム
は
、
支
配
権
を
行
使
す
る
任
務
を
与
え
ら
れ
た
者
の
命
令
権
の
合
法
性
へ
の
信
仰

に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
合
法
的
支
配
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う）（（
（

。
で
は
、
そ
れ
は
何
時
成
立
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ

う
か
。
日
本
で
は
統
一
「
国
家
」
は
古
代
・
中
世
・
近
世
を
通
じ
て
存
在
し
、
天
皇
の
王
権
が
存
続
し
て
き
た
が）（（
（

、
江
戸
時
代
以
前

の
日
本
の
国
家
統
治
を
合
法
的
支
配
の
み
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
る
こ
と
は
困
難
に
も
み
え
る）（（
（

。
む
し
ろ
、
伝
統
的
な
い
し
カ
リ
ス
マ

的
支
配
の
要
素
の
方
が
濃
厚
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い）（（
（

。
仮
に
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
統
治
形
態
か
ら
合
法
的
支
配
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の
要
素
が
優
勢
に
な
る
統
治
形
態
へ
の
制
度
変
化
は）（（
（

、
政
府
が
あ
る
時
点
で
行
っ
た
憲
法
的
文
書
の
発
出
の
み
に
よ
っ
て
生
じ
た
も

の
と
は
い
え
な
い
。
日
本
は
こ
の
制
度
変
更
に
遅
く
と
も
前
記
の
王
政
復
古
号
令
（
一
八
六
七
年
）
か
ら
着
手
し
、
立
法
部
（
元
老

院
。
一
八
七
五
年
）・
司
法
部
（
大
審
院
。
一
八
七
五
年
）
の
開
設
、
行
政
部
（
内
閣
。
一
八
八
五
年
）
の
確
立
、
明
治
憲
法
の
公
布

（
一
八
八
九
年
）、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
始
め
た
秩
序
の
諸
々
の
改
正
（
一
九
四
六
年
）
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
、
紆
余
曲
折

を
経
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
約
八
〇
年
か
け
て
漸
次
的
な
制
度
変
更
を
試
み
て
き
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
プ
ロ
セ
ス
が
徐
々
に
進
行
す
る
中
で
、
二
つ
の
変
化
が
生
じ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
留
意
さ
れ
る
。
①
一
つ
は
、
日
本
の
立
憲

的
秩
序
を
過
去
に
お
い
て
つ
く
り
上
げ
て
き
た
方
法
と
し
て
の
メ
タ
・
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
追
認
的
な
社
会
的
承
認
で
あ
る
。
も
っ

と
も
、
そ
こ
に
は
、
日
本
国
憲
法
の
草
案
作
成
プ
ロ
セ
ス
に
対
す
る
連
合
国
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
の
影
響
等
、
正
統
性
に
対
す
る

批
判
要
因
が
存
在
し
た
こ
と
も
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
②
も
う
一
つ
は
、
そ
の
よ
う
な
正
統
性
の
欠
点
を
補
完
す
る
も
の
と

し
て
、
形
成
さ
れ
た
立
憲
的
秩
序
の
内
容
の
一
定
部
分
（
一
般
民
衆
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
、
か
つ
是
認
さ
れ
た
一
定
の
規
範
。
一
定
の
国

家
的
権
威
へ
の
服
従
を
求
め
る
規
範
、
人
権
規
範
等
）
に
対
す
る
社
会
的
承
認
で
あ
る
。
前
者
①
は
、
日
本
の
正
統
的
統
治
に
お
け
る

伝
統
的
な
い
し
カ
リ
ス
マ
的
支
配
の
要
素
に
対
し
、
合
法
的
支
配
の
要
素
の
比
重
が
高
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
日
本
の
正
統
的
統
治
が
辛
う
じ
て
維
持
さ
れ
る
と
と
も
に
、
集
権
化
し
た
既
存
の
権
力
が
合
法
的
支
配
の
担
い
手
に

な
っ
た
。
そ
れ
は
、
後
に
政
府
が
開
発
の
戦
略
・
政
策
を
策
定
・
実
施
す
る
た
め
の
実
効
性
を
担
保
す
る
う
え
で
、
極
め
て
大
き
な

意
義
を
も
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
後
者
②
は
、
新
た
に
形
成
さ
れ
た
合
法
的
支
配
に
特
徴
的
な
も
の
と
し
て
、
統
治
が
法
の
0

0

内
容
の
合
理
性

0

0

0

0

0

0

＝
正
当
性

0

0

0

に
も
少
な
か
ら
ず
依
拠
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
伝
統
的
ま
た
は
カ
リ
ス

マ
的
支
配
と
異
な
る
、
合
法
的
支
配
に
固
有
の
特
徴
的
な
要
素
で
あ
り
、
国
家
統
治
の
成
否
が
法
の
中
味
に
よ
っ
て
も
影
響
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
に
日
本
の
統
治
シ
ス
テ
ム
の
制
度
変
更
に
お
け
る
①
正
統
性
の
確
保
努
力
と
、
②
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
残
存
し
た
正
統
性
の
欠
点
を
補
う
意
味
を
も
っ
た
正
当
性
の
形
成
は
、
少
な
く
と
も
前
記
八
〇
年
の
プ
ロ
セ
ス
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を
優
に
要
し
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
開
発
プ
ロ
セ
ス
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
そ
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
日
本
の
法
秩
序
は

戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
連
続
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

⑵　

立
憲
的
秩
序
の
構
築
に
お
け
る
統
治
の
正
統
性
確
保
の
困
難
と
正
当
性
に
よ
る
補
完

　

立
憲
的
秩
序
の
構
築
の
た
め
に
、
性
急
な
憲
法
案
の
提
示
と
国
民
投
票
と
い
う
表
面
上
の
民
主
的
手
続
が
、
統
治
の
正
統
性
の
確

保
と
い
う
観
点
か
ら
は
極
め
て
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
、
エ
ジ
プ
ト
の
ケ
ー
ス
は
示
し
て
い
る）（（
（

。
も
っ
と
も
、
立
憲
的
秩
序
の
構
築

方
法
に
関
す
る
メ
タ
・
ル
ー
ル
が
予
め
存
在
し
な
い
限
り
、
事
実
上
政
治
的
な
憲
法
宣
言
か
ら
出
発
せ
ざ
る
を
え
な
い
合
法
的
支
配

の
構
築
―
―
時
と
し
て
伝
統
的
な
い
し
カ
リ
ス
マ
的
支
配
と
い
う
形
態
の
正
統
的
統
治
か
ら
の
転
換
な
い
し
変
容
―
―
は
、
統
治
の

正
統
性
に
お
い
て
決
定
的
な
欠
陥
を
も
た
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
を
補
う
も
の
が
法
の
内
容
の
合
理
性
＝
正
当
性
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
は
統
治
対
象
で
あ
る
国
民
の
多
く
が
実
際
に
認
識
し
、
か
つ
是
認
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
異
な
る
民

族
・
宗
教
・
言
語
等
、
多
様
な
価
値
観
を
も
つ
国
民
が
共
存
す
る
社
会
で
は
、
特
定
の
価
値
に
偏
し
た
内
容
を
固
定
化
し
よ
う
と
す

る
頑
強
な
憲
法
（robust constitution

）
で
あ
る
こ
と
を
回
避
す
る
配
慮
が
極
め
て
重
要
で
あ
る）（（
（

。
こ
の
よ
う
な
正
当
性
の
補
完
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
憲
法
制
定
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の
合
意
な
い
し
慣
行
を
形
成
す
べ
く
実
践
を
重
ね
、
漸
次
的
収
斂
を
見

出
す
努
力
が
、
立
憲
的
秩
序
の
構
築
お
よ
び
政
治
の
法
化
に
は
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る）（（
（

。

　

３　

政
治
と
法
の
密
接
不
可
分
性

　

こ
う
し
て
政
治
と
法
の
間
に
は
常
に
緊
張
に
満
ち
た
綱
引
き
が
あ
り
、
法
の
政
治
化
を
回
避
す
る
不
断
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
た
め
に
法
を
政
治
か
ら
分
離
す
れ
ば
問
題
が
解
決
す
る
と
は
い
え
な
い
。
法
は
政
治
と
本
質
的
に
密
接
不
可
分
で
あ

り
、
法
シ
ス
テ
ム
の
存
在
・
同
一
性
・
継
続
性
は
政
治
シ
ス
テ
ム
の
存
在
・
同
一
性
・
継
続
性
に
結
び
つ
い
て
い
る）（（
（

。
法
を
政
治
か

ら
完
全
分
離
す
る
こ
と
は
法
に
と
っ
て
命
取
り
に
な
り
か
ね
ず
、
法
が
中
央
集
権
化

0

0

0

0

0

―
―
そ
れ
は
政
治
権
力
が
法
に
よ
る
制
御
を
超
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越
す
る
絶
対
化

0

0

0

と
同
義
で
な
い
―
―
さ
れ
た
政
府
の
権
威
お
よ
び
強
制
執
行
権
力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
必
要
性
は
、
開
発
プ
ロ
セ

ス
に
お
い
て
顕
在
化
す
る
。
法
シ
ス
テ
ム
は
そ
れ
を
含
む
統
治
シ
ス
テ
ム
の
一
側
面
で
あ
り
、
社
会
の
他
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
完
全
に

独
立
し
た
自
給
自
足
的
シ
ス
テ
ム
で
は
な
い
。
国
づ
く
り
に
お
け
る
立
法
は
こ
の
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
る
と
い
う
意
義
も
も
つ
。

三　

開
発
の
戦
略
・
政
策
と
立
法

　

１　

開
発
戦
略
・
政
策
の
策
定
お
よ
び
実
施
に
お
け
る
良
い
統
治
と
立
法

　

国
家
は
た
と
え
（
再
）
構
築
さ
れ
た
と
し
て
も
、
つ
ね
に
固
有
の
開
発
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
の
局
面
で
は
政
府
（
と
く
に

行
政
府
）
に
よ
る
開
発
戦
略
お
よ
び
そ
れ
を
具
体
化
し
た
諸
政
策
を
実
現
す
る
手
段
と
し
て
の
立
法
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
。
実
際
、

短
期
間
の
う
ち
に
相
当
数
の
立
法
が
行
わ
れ
る
例
が
珍
し
く
な
い）（（
（

。
ま
た
、
開
発
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
立
法
の
特
色
と
し
て
、
個
別

制
定
法
の
立
法
と
並
行
し
て
、
包
括
的
な
法
典
編
纂
（codification

）
を
行
う
現
象
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る）（（
（

。
こ
の
段
階
で
は
ど
の

よ
う
な
立
法
を
ど
の
よ
う
な
順
序
で
行
う
べ
き
か
が
問
題
に
な
る
。
そ
の
一
般
的
標
準
が
模
索
さ
れ
る
一
方
で）（（
（

、
各
国
が
背
負
う
歴

史
・
文
化
と
直
面
す
る
政
治
・
経
済
・
国
際
情
勢
等
の
多
様
性
に
応
じ
て
数
多
の
考
慮
要
因
が
錯
綜
し
、
こ
こ
で
「
正
し
い
」
立
法

が
何
で
あ
る
か
の
答
え
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
は
「
熟
慮
を
廻
ら
す
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
立
法
す
る
の
は
不
可
能
」
と

す
ら
い
わ
れ
る
状
況
に
ほ
か
な
ら
な
い）（（
（

。
こ
の
場
面
で
は
立
法
に
も
あ
る
程
度
の
試
行
錯
誤
を
許
容
し
つ
つ
、
現
在
お
よ
び
将
来
の

国
家
統
治
に
資
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
包
括
的
か
つ
長
期
的
な
開
発
戦
略
の
観
点
か
ら
、
立
法
の
是
非
と
内
容
を
判
断
せ
ざ
る
を
え

な
い
。
そ
の
判
断
指
針
と
し
て
国
際
開
発
政
策
の
分
野
で
登
場
し
た
の
が
「
良
い
統
治
」
の
理
念
で
あ
る）（（
（

。
そ
れ
は
市
場
・
企
業
、

政
府
お
よ
び
市
民
社
会
が
固
有
の
機
能
を
発
揮
し
、
か
つ
相
互
に
均
衡
し
た
国
家
状
態
を
目
指
す
も
の
と
い
え
る）（（
（

。
し
か
し
、
そ
の

際
に
は
、
①
市
場
（
企
業
）
と
政
府
、
②
政
府
と
市
民
社
会
、
③
市
民
社
会
と
市
場
（
企
業
）
の
間
で
緊
張
や
対
立
が
頻
繁
に
生
じ
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る
こ
と
か
ら
、
良
い
統
治
が
内
在
的
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
た
理
念
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る）（（
（

。

　

こ
の
ジ
レ
ン
マ
は
開
発
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
頻
繁
に
顕
在
化
す
る
。
そ
れ
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
。
開
発
戦
略
を
策
定
し
、

そ
れ
を
具
体
化
す
る
政
策
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
強
い
政
府
、
と
り
わ
け
強
力
な
政
治
指
導
者
と
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
に
よ
る
主
導
権

の
発
揮
が
求
め
ら
れ
る）（（
（

。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
政
府
が
、
例
え
ば
、
①
社
会
・
経
済
開
発
に
重
き
を
置
い
た
政
策
を
と
り
つ
つ
、

②
経
済
成
長
政
策
を
推
進
す
る
た
め
に
国
民
の
政
治
参
加
を
制
限
す
る
と
、
③
富
者
と
貧
者
の
経
済
格
差
が
急
速
に
拡
大
し
て
社

会
・
経
済
的
平
等
に
悪
影
響
を
与
え
、
④
そ
れ
に
よ
る
政
治
的
不
安
定
を
恐
れ
て
政
府
が
大
衆
運
動
を
抑
制
す
る
と
、
⑤
大
衆
が
政

治
参
加
を
求
め
て
暴
動
を
起
こ
す
と
い
う
悪
循
環
に
陥
る
傾
向
が
あ
る
。
反
対
に
、
①
政
府
が
大
衆
の
政
治
参
加
の
機
会
を
増
大
さ

せ
、
②
同
時
に
国
民
間
の
平
等
を
推
進
す
べ
く
福
祉
政
策
へ
の
支
出
を
拡
大
す
る
と
、
③
経
済
成
長
に
悪
影
響
を
与
え
、
国
民
間
の

社
会
的
紛
争
を
増
大
さ
せ
、
④
多
く
の
利
益
集
団
が
停
滞
し
た
経
済
の
中
で
少
な
い
パ
イ
の
分
配
を
求
め
て
争
い
、
⑤
政
治
的
不
安

定
が
生
じ
て
政
治
参
加
の
仕
組
み
が
内
部
崩
壊
す
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
る
可
能
性
も
高
い）（（
（

。

　

そ
う
し
た
中
、
好
循
環
へ
の
転
換
契
機
は
、
①
国
民
所
得
が
僅
か
ず
つ
で
も
継
続
的
に
増
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
民
の
間
に
協

力
的
雰
囲
気
が
創
出
さ
れ
、
②
国
民
が
政
治
的
意
思
決
定
に
積
極
的
か
つ
政
府
支
持
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
③
そ
れ
が
社
会

の
安
定
性
に
通
じ
、
④
政
府
に
よ
る
社
会
保
障
お
よ
び
再
配
分
政
策
を
促
進
さ
せ
、
⑤
継
続
的
な
経
済
成
長
の
基
盤
を
強
化
す
る
パ

タ
ー
ン
が
あ
り
う
る）（（
（

。
実
際
、
比
較
的
短
期
間
で
経
済
成
長
を
達
成
し
た
日
本
・
韓
国
・
台
湾
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等
で
は
、
企
業
へ

の
支
援
政
策
と
国
民
の
雇
用
拡
大
・
労
働
条
件
改
善
・
所
得
増
加
・
再
配
分
政
策
の
同
時
追
求
が
試
み
ら
れ
た
点
に
共
通
性
が
見
出

さ
れ
る）（（
（

。
か
か
る
成
長
と
衡
平
の
バ
ラ
ン
ス
を
可
能
に
し
た
理
由
に
つ
き
、
戦
後
日
本
の
開
発
政
策
に
お
け
る
経
済
の
民
主
化
と
官

民
協
調
に
着
目
し
、
立
法
が
果
た
し
た
意
義
を
検
討
す
る
。
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２　

憲
法
を
超
え
る
立
法
？

　

⑴　

農
地
改
革
立
法
の
合
憲
性

　

開
発
の
初
期
段
階
に
比
較
的
大
き
な
形
で
存
在
す
る
経
済
的
・
政
治
的
・
社
会
的
格
差
を
緩
和
し
、
よ
り
多
く
の
人
々
が
活
動
に

参
加
す
る
包
摂
的
（inclusive

）
な
経
済
・
政
治
へ
の
制
度
改
革
が
開
発
政
策
の
成
果
を
大
き
く
左
右
す
る）（（
（

。
か
か
る
制
度
改
革
の

一
環
と
し
て
、
政
府
が
地
主
層
か
ら
土
地
所
有
権
を
強
制
的
に
買
収
し
て
小
作
人
に
再
配
分
す
る
農
地
改
革
が
あ
る
。
そ
れ
は
最
も

重
要
な
土
地
の
既
得
権
益
に
触
れ
る
も
の
と
し
て
遂
行
困
難
で
は
あ
る
が
、
最
重
要
の
開
発
課
題
の
一
つ
で
あ
る）（（
（

。
日
本
で
は
地
租

改
正
（
一
八
七
一
年
以
降
）、
民
法
制
定
（
一
八
九
六
年
）
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
地
主
・
小
作
関
係
の
調
整
は
、
大
正
時
代
か
ら
立

法
化
が
試
み
ら
れ
な
が
ら
失
敗
を
重
ね
た
。
ま
ず
、
一
九
三
八
年
の
農
地
調
整
法
（
昭
和
一
三
年
法
律
六
七
号
）
等
の
戦
時
下
立
法

に
よ
っ
て
小
作
人
の
利
益
保
護
が
図
ら
れ
、
つ
い
で
、
自
作
農
創
設
に
つ
い
て
戦
後
間
も
な
く
一
九
四
五
年
一
一
月
二
二
日
に
政
府

が
「
農
地
制
度
改
革
に
関
す
る
件
」
を
閣
議
決
定
し
、
農
地
調
整
法
改
正
法
案
と
し
て
帝
国
議
会
に
提
出
し
た
。
審
議
は
難
航
し
、

見
送
り
も
予
測
さ
れ
る
中
、
一
二
月
九
日
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
「
農
地
改
革
に
つ
い
て
の
覚
書
」
を
発
出
し
（SCA

PIN
 4（（

）、
そ
れ
が
同

法
案
支
持
と
解
さ
れ
、
一
部
修
正
の
上
一
二
月
一
八
日
可
決
成
立
し
た
（
昭
和
二
〇
年
法
律
六
四
号
。
第
一
次
農
地
改
革
立
法
）。
そ
れ

は
不
在
地
主
の
小
作
地
全
部
お
よ
び
在
村
地
主
所
有
の
五
町
歩
を
超
え
る
小
作
地
を
小
作
農
の
申
出
に
よ
っ
て
強
制
譲
渡
さ
せ
、
五

年
間
で
約
一
五
〇
万
町
歩
の
自
作
農
創
設
を
計
画
し
た
。
し
か
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
不
満
を
表
明
し
、
諮
問
機
関
た
る
対
日
理
事
会
に
付

託
し
（
一
九
四
六
年
四
月
～
六
月
）、
そ
の
イ
ギ
リ
ス
案
（
在
村
地
主
の
所
有
上
限
を
一
町
歩
と
す
る
）
に
基
づ
き
、
六
月
二
八
日
、
Ｇ

Ｈ
Ｑ
は
非
公
式
勧
告
を
行
っ
た
。
そ
の
下
で
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
二
一
日
、
憲
法
改
正
に
先
立
ち
、
①
農
地
調
整
法
改
正
（
昭
和

二
一
年
法
律
四
二
号
）
お
よ
び
②
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
（
同
年
法
律
四
三
号
。
自
創
法
）
が
制
定
さ
れ
た
（
第
二
次
農
地
改
革
立
法
））

（（
（

。

②
は
国
が
不
在
地
主
の
小
作
地
お
よ
び
在
村
地
主
の
一
町
歩
超
（
世
帯
ま
た
は
農
業
共
同
体
単
位
）
の
小
作
地
を
直
接
買
収
し
、
小
作

農
に
売
り
渡
す
方
法
を
採
用
し
た
。
翌
一
九
四
六
年
一
二
月
、
①
・
②
と
も
改
正
さ
れ
（
昭
和
二
二
年
法
律
二
四
〇
号
・
二
四
一
号
）、
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小
作
牧
野
の
解
放
、
小
作
権
の
強
化
等
が
加
え
ら
れ
た
（
第
三
次
農
地
改
革
立
法
）。
農
地
改
革
に
対
す
る
地
主
勢
力
の
違
憲
訴
訟
・

抵
抗
が
激
化
す
る
中
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
「
農
地
改
革
に
関
す
る
覚
書
」（
昭
和
二
三
年
二
月
四
日
）
を
政
府
宛
に
発
出
し
、
①
・
②
の
厳
格

な
実
施
を
支
持
し
た
。
ま
た
、
農
地
改
革
完
了
予
定
日
（
一
九
四
八
年
末
。
自
創
法
二
一
条
）
の
接
近
に
伴
い
、
農
地
買
収
打
切
論
が

起
こ
っ
た
が
（
一
九
四
八
年
夏
、
一
九
四
九
年
秋
）、
政
府
は
一
九
四
八
年
以
降
も
ポ
ツ
ダ
ム
政
令
を
発
令
し
て
継
続
し
た
（
昭
和
二
三

年
政
令
三
八
三
号
等
）。
さ
ら
に
、
①
・
②
の
一
九
四
九
年
改
正
（
昭
和
二
四
年
法
律
二
一
五
号
・
二
一
六
号
）
の
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
指
導
下

の
農
地
改
革
が
平
和
条
約
発
効
（
一
九
五
二
年
四
月
二
八
日
）
後
に
後
戻
り
す
る
こ
と
を
危
惧
し
、
一
九
五
二
年
七
月
に
は
、
①
・

②
・
③
土
地
譲
渡
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
二
五
年
政
令
二
八
八
号
）
を
統
合
す
る
形
で
、
④
農
地
法
お
よ
び
⑤
農
地
法
施
行
法
が
制
定

さ
れ
た
（
昭
和
二
七
年
法
律
二
二
九
号
・
二
三
〇
号
）。
一
九
五
二
年
一
〇
月
ま
で
に
、
国
に
よ
る
小
作
地
買
収
面
積
約
一
九
八
万
八

〇
〇
〇
町
歩
、
被
買
収
地
主
数
約
二
五
〇
万
人
、
売
渡
受
領
小
作
人
約
四
二
六
万
人
（
い
ず
れ
も
農
地
）
と
な
っ
た
。
自
作
地
を
所

有
し
な
い
農
家
は
二
六
％
（
昭
和
一
三
年
）
か
ら
四
％
（
昭
和
二
七
年
）
に
、
小
作
地
を
耕
作
す
る
農
家
数
は
同
じ
く
約
七
〇
％
か
ら

四
〇
％
に
減
少
し
た
。

　

一
連
の
農
地
改
革
立
法
の
後
、
農
地
改
革
違
憲
訴
訟
が
続
い
た
。
自
創
法
に
基
づ
く
買
収
対
価
が
「
正
当
な
補
償
」（
憲
法
二
九

条
三
項
）
に
当
た
ら
な
い
と
の
訴
え
に
対
し
、
最
高
裁
（
多
数
意
見
）
は
「
正
当
な
補
償
」
は
「
そ
の
当
時
の
経
済
状
態
に
お
い
て

成
立
す
る
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
価
格
に
基
き
、
合
理
的
に
算
出
さ
れ
た
相
当
な
額
」
を
い
い
、「
必
ず
し
も
常
に
か
か
る
価
格
と
完

全
に
一
致
す
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
で
な
い
」
と
の
一
般
論
に
続
き
、
自
創
法
の
対
価
が
「
地
主
採
算
価
格
」
に
よ
ら
ず
「
自
作
収

益
価
格
」
よ
っ
た
こ
と
は
「
農
地
を
耕
作
地
と
し
て
維
持
し
、
耕
作
者
の
地
位
の
安
定
と
農
業
生
産
力
の
維
持
増
進
を
図
ろ
う
と
す

る
、
農
地
調
整
法
…
よ
り
…
自
創
法
…
に
及
ぶ
一
貫
し
た
国
策
に
基
く
法
の
目
的

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
に
照
ら
し
て

0

0

0

0

0

「
正
当
0

0

」
と
し
た
（
傍
点
は
筆
者

に
よ
る）

（（
（

）。
こ
れ
に
対
し
て
は
四
裁
判
官
の
反
対
意
見
が
付
さ
れ
た
が
、
井
上
登
＝
岩
松
三
郎
反
対
意
見
は
、
自
創
法
に
基
づ
く
買

収
は
占
領
中
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
司
令
官
に
よ
っ
て
「
憲
法
外
に
お
い
て
為
さ
れ
た
」「
革
命
的
な
場
合
」
で
あ
り
、
講
和
成
立
後
の
今
日
は
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内
容
が
違
憲
の
法
規
を
裁
判
所
は
適
用
で
き
な
い
と
し
、
自
創
法
と
そ
の
適
用
の
正
統
性

0

0

0

を
批
判
し
た
。
こ
の
正
統
性
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
政
治
部
法
制
司
法
課
長
だ
っ
た
オ
プ
ラ
ー
で
す
ら
、「
反
対
意
見
は
説
得
力
の
あ
る
法
律
的
根
拠
を
持
っ
て
い
る
」

と
認
め
た
。
し
か
し
、
同
時
に
そ
の
正
当
性

0

0

0

に
つ
い
て
は
、「
純
粋
な
法
律
解
釈
を
越
え
て
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を

え
な
い
事
情
」
を
是
認
し
た
多
数
意
見
は
、「
占
領
軍
の
革
命
的
な
改
革
を
取
り
消
す
い
か
な
る
試
み
を
も
斥
け
て
来
た
」
最
高
裁

の
「
合
理
的
な
実
用
主
義
」
を
示
す
適
例
で
あ
る
と
し
た）（（
（

。
本
判
決
の
意
義
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
関
与
の
下
で
行
わ
れ
た
立
法
お
よ
び
執

行
の
正
統
性
の
問
題
に
対
し
、
司
法
が
買
収
の
正
当
性
を
公
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
既
存
の
財
産
権
を
大
き
く
変
更
し
、
実
質
的
に

憲
法
に
抵
触
す
る
可
能
性
す
ら
あ
っ
た
農
地
改
革
立
法
の
正
統
性
を
補
完
し
た
こ
と
に
あ
る
と
み
ら
れ
る）（（
（

。

　

⑵　

立
法
部
と
司
法
部
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

開
発
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
司
法
部
は
立
法
部
に
よ
る
改
革
に
対
し
、
時
に
は
こ
う
し
た
支
持
を
与
え
る
が
、
し
か
し
時
に
は
抑
制

す
る
。
と
く
に
立
法
部
が
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
制
度
変
更
を
試
み
た
場
合
は
司
法
部
と
の
関
係
が
重
要
に
な
る
。
こ
の
場
面
で
は
司
法
部

と
し
て
可
能
な
ぎ
り
ぎ
り
の
限
度
ま
で
憲
法
原
理
に
照
ら
し
た
法
解
釈
を
試
み
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る）（（
（

。
こ
う
し
た
立
法
部
―
司
法

部
間
の
緊
張
関
係
の
維
持
は
、
民
主
主
義
社
会
に
お
け
る
法
の
支
配
の
構
築
・
維
持
に
と
っ
て
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る）（（
（

。
し
か
も
、

そ
れ
は
民
族
・
宗
教
・
言
語
・
生
活
習
慣
等
の
異
な
る
多
民
族
国
家
は
も
と
よ
り
、
現
代
国
家
に
お
い
て
増
大
す
る
価
値
観
の
多
元

化
の
中
で
、
民
主
的
立
法
に
よ
る
法
の
支
配
を
実
現
す
る
た
め
に
重
要
で
あ
る）（（
（

。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
所
与
の
法
解
釈
方
法
論
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
司
法
部
に
よ
る
法
解
釈
は
立

法
部
の
権
限
に
影
響
し
、
権
力
分
配
の
問
題
に
通
じ
る
こ
と
か
ら
、
各
国
の
国
制
に
属
す
る
問
題
と
い
え
る）（（
（

。
そ
し
て
、
開
発
の
観

点
か
ら
は
、
各
国
に
固
有
の
開
発
段
階
に
相
応
し
い
開
発
目
標
を
確
実
に
達
成
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
意
味
で
戦
略
的
な

0

0

0

0

観
点
か
ら
立
法
部
と

司
法
部
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
を
探
求
す
る
こ
と
が
、
現
実
的
か
つ
有
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る）（（
（

。

　

さ
ら
に
、
法
は
立
法
の
み
に
よ
っ
て
完
成
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
司
法
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
、
実
際
に
適
用
さ
れ
る
中
で
、
そ
の



35（

開発における統治と立法の意義

本
来
的
機
能
を
発
揮
す
る）（（
（

。
こ
の
観
点
か
ら
は
立
法
部
と
司
法
部
が
各
々
そ
の
目
標
を
確
実
に
達
成
す
る
た
め
に
行
う
戦
略
的
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
重
要
に
な
る）（（
（

。
と
り
わ
け
、
一
定
の
革
新
的
立
法
に
対
し
て
は
、
司
法
が
憲
法
原
理
に
照
ら
し
て
肯
定
的
ま

た
は
否
定
的
な
判
断
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
立
憲
的
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
れ
は
一
方
向
的
か
つ
一
回
的
作
用

で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
立
法
が
積
極
的
に
法
改
正
に
よ
り
、
ま
た
は
消
極
的
に
不
作
為
に
よ
っ
て
反
応
し
、
さ
ら
に
司
法
が
反
応

す
る
と
い
う
相
互
作
用
を
繰
り
返
す
こ
と
も
珍
し
く
な
い）（（
（

。
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
は
法
の
整
合
性
（integrity

）
を
高
め
る
た
め
に

自
然
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
い
え
る）（（
（

。
そ
し
て
、
こ
れ
も
ま
た
、
時
に
は
民
族
や
宗
教
の
異
な
る
多
元
的
な
議
会
の
立

法
に
整
合
性
の
欠
陥
が
生
じ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
も
っ
ぱ
ら
立
法
の
正
統
性
に
依
拠
し
て
そ
れ
を
受
け
容
れ
る
こ
と
の
限
界
に

対
す
る
、
正
当
性
の
観
点
か
ら
の
司
法
に
よ
る
補
完
の
一
形
態
で
あ
る
と
い
え
よ
う）（（
（

。

　

３　

官
民
協
調
の
産
業
経
済
政
策
と
戦
略
的
立
法

　

開
発
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
立
法
に
は
、
行
政
府
が
中
心
に
な
っ
て
策
定
す
る
開
発
の
戦
略
や
そ
れ
を
具
体
化
し
た
政
策
を
法
律
に

書
き
込
み
、
制
度
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
を
着
実
か
つ
安
定
的
に
実
施
す
る
た
め
の
固
定
鋲
な
い
し
ア
ン
カ
ー
と
し
て
の
機

能
も
認
め
ら
れ
る）（（
（

。
そ
れ
は
政
治
的
介
入
・
政
党
間
の
対
立
・
政
府
部
内
の
対
立
等
に
よ
る
政
策
の
変
更
・
後
退
を
阻
止
し
、
政
策

財
源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
政
策
へ
の
国
民
の
理
解
を
促
し
、
政
府
と
市
場
（
企
業
）・
市
民
社
会
と
の
協
力
（
官
民
協
調
）
関
係

を
形
成
す
る
基
盤
と
な
り
う
る
。

　

例
え
ば
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
、
個
別
の
産
業
基
盤
の
強
化
政
策
と
し
て
、
重
要
産
業
基
盤
の
整
備
の
た
め
に
、「
繊
維
工
業
設

備
臨
時
措
置
法
」・「
機
械
工
業
振
興
臨
時
措
置
法
」（
一
九
五
六
年
）、「
合
成
ゴ
ム
製
造
事
業
特
別
措
置
法
」・「
電
子
工
業
振
興
臨

時
措
置
法
」（
一
九
五
七
年
）、「
航
空
機
工
業
振
興
法
」（
一
九
五
八
年
）
等
が
制
定
さ
れ
、
各
産
業
の
合
理
化
・
振
興
の
基
本
計
画

の
策
定
、
生
産
品
種
の
制
限
等
の
共
同
行
為
、
設
備
資
金
の
確
保
・
斡
旋
、
税
制
上
の
特
別
措
置
等
が
実
施
さ
れ
た）（（
（

。
こ
れ
ら
の
戦
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略
的
立
法
は
政
策
に
法
的
根
拠
を
付
与
す
る
時
限
法
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
改
正
・
延
長
さ
れ
、「
国
民
所
得
倍
増
計
画
」（
一
九
六

〇
年
一
二
月
）
等
の
政
策
と
呼
応
し
て
、
一
九
六
〇
年
代
初
頭
か
ら
の
高
度
経
済
成
長
に
通
じ
る
制
度
的
要
因
の
一
つ
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る）（（
（

。

　

こ
の
時
期
の
経
済
政
策
は
「
貿
易
・
為
替
自
由
化
計
画
大
綱
」（
一
九
六
〇
年
六
月
二
四
日
閣
議
決
定
）
に
基
づ
く
自
由
化
の
漸
次

的
実
施
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
政
府
が
一
方
的
に
策
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
財
界
の
強
い
意
志
と
要
望
が
背
景
に
あ
っ
た
。
そ
れ
を

踏
ま
え
、
政
府
は
産
業
・
輸
出
振
興
政
策
を
実
施
す
る
が
、
民
間
の
活
力
と
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
重
視
し
、
工
業
化
の
局
面
移
行
を

促
進
す
る
働
き
を
し
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
政
府
主
導

0

0

0

0

・
民
間
主
体

0

0

0

0

と
も
い
う
べ
き
官
民
協
調
体
制
が
、
戦
後
日
本
の

高
度
経
済
成
長
期
の
急
速
な
工
業
化
と
輸
出
拡
大
に
通
じ
た）（（
（

。
そ
う
し
た
協
力
的
官
民
関
係
を
制
度
化
し
、
自
由
化
に
対
応
で
き
る

民
間
企
業
の
国
際
競
争
力
強
化
に
向
け
て
誘
導
行
政
の
実
施
を
図
る
べ
く
、
通
産
省
（
当
時
）
が
準
備
し
た
「
特
定
産
業
振
興
臨
時

措
置
法
案
」（
一
九
六
三
年
三
月
二
二
日
閣
議
決
定
）
が
衆
議
院
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
官
庁
間
、
産
業
界
内
部
、
政
党
間
の
足
並

み
の
乱
れ
等
に
よ
り
、
最
終
的
に
審
議
未
了
・
廃
案
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
官
民
協
調
方
式
は
そ
の
後
も
「
行
政
指
導
」
の
形
で
、

投
資
調
整
と
企
業
規
模
拡
大
の
た
め
の
合
併
促
進
等
に
用
い
ら
れ
た
。
か
か
る
産
業
政
策
の
実
施
は
独
占
禁
止
法
の
解
釈
・
適
用
を

め
ぐ
る
競
争
政
策
と
緊
張
関
係
に
立
つ
と
と
も
に
、
政
府
と
企
業
の
間
に
も
つ
ね
に
指
導
と
反
発
等
の
緊
張
関
係
が
存
在
し
た）（（
（

。

　

特
定
の
政
策
を
具
体
化
す
る
た
め
の
立
法
は
、
施
策
の
実
施
を
確
実
に
し
、
安
定
化
さ
せ
る
一
方
、
そ
れ
と
表
裏
の
問
題
と
し
て
、

い
っ
た
ん
立
法
化
さ
れ
る
と
政
策
の
実
施
を
硬
直
化
さ
せ
る
面
も
あ
る
。
例
え
ば
、
百
貨
店
法
（
昭
和
三
一
年
法
律
一
一
六
号
）
は
中

小
商
業
保
護
の
た
め
に
百
貨
店
の
営
業
を
許
可
制
に
し
、
開
店
時
間
・
休
業
日
数
・
店
舗
面
積
等
を
調
整
す
る
仕
組
み
を
創
設
し
た）（（
（

。

し
か
し
、
後
に
小
売
業
界
の
発
展
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
等
の
批
判
も
生
じ
た）（（
（

。
こ
れ
ら
は
良
い
統
治
の
ジ
レ
ン
マ
（
政
府
と
市
場

の
ジ
レ
ン
マ
）
の
一
局
面
と
い
え
る
。
立
法
に
よ
る
規
制
の
対
象
と
方
法
は
、
産
業
経
済
政
策
の
展
開
状
況
に
照
ら
し
、
不
断
の
見

直
し
が
求
め
ら
れ
る）（（
（

。
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４　

民
主
化
の
進
展
と
立
法

　

民
主
化
は
政
治
発
展
の
重
要
な
指
標
で
あ
り
、
開
発
の
観
点
か
ら
も
不
可
避
的
課
題
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
民
主
化
に
伴
っ
て
立

法
過
程
の
議
論
の
変
質
や
立
法
成
果
の
品
質
低
下
も
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
政
治
に
お
け
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
傾
向
の
増
大
に
伴
い
、

立
法
に
対
す
る
民
意
・
国
民
の
ニ
ー
ズ
の
反
映
の
名
の
下
に
、
理
論
的
検
討
が
不
十
分
で
、
整
合
性
を
欠
く
立
法
が
増
え
て
い
る
と

さ
れ
る）（（
（

。
ま
た
、
法
案
の
準
備
段
階
に
お
け
る
法
制
審
議
会
（
同
部
会
を
含
む
）
等
に
広
範
な
業
界
の
団
体
の
代
表
者
が
参
加
す
る

こ
と
に
よ
り
、
広
い
視
野
か
ら
の
検
討
が
可
能
に
な
る
一
方
で
、
会
議
の
性
質
が
公
益
の
追
求
と
い
う
よ
り
も
、
各
業
界
の
利
害
に

基
づ
く
主
張
を
通
す
た
め
の
論
争
と
妥
協
の
場
と
化
し
、
継
ぎ
接
ぎ
細
工
的
で
場
当
た
り
的
な
立
法
が
増
え
る
傾
向
も
危
惧
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
立
法
の
体
系
的
・
理
論
的
な
整
合
性
を
確
保
し
た
う
え
で
利
害
関
係
の
調
整
を
図
る
等
、
法
学
者
と
実
務
家
の
共

働
が
と
く
に
重
要
に
な
る）（（
（

。

四　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
下
で
の
立
法

　

１　

法
に
お
け
る
普
遍
性
と
固
有
性

　

二
〇
一
三
年
五
月
一
七
日
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
オ
ラ
ン
ド
大
統
領
の
選
挙
公
約
で
も
あ
っ
た
同
性
婚
が
法
制
化
さ
れ
、
婚
姻
の
定
義
、

養
子
縁
組
、
子
の
氏
等
に
関
す
る
民
法
改
正
を
含
む
法
律
が
成
立
し
た）（（
（

。
一
方
、
同
年
一
二
月
二
〇
日
、
ウ
ガ
ン
ダ
議
会
は
反
同
性

愛
法
案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
、
二
〇
一
四
年
二
月
二
四
日
、
ム
セ
ベ
ニ
大
統
領
が
署
名
し
た
。
こ
れ
は
同
性
愛
行
為
に
対
す
る
終

身
刑
を
含
む
刑
罰
を
強
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
、
宗
教
指
導
者
、
国
際
人
権
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
が
批
判
的

コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
り
、
国
際
的
法
定
立
や
ル
ー
ル
の
標
準
化
が
進
む
一
方
で
、
各
国
に
固
有
の
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文
化
や
伝
統
を
尊
重
す
べ
き
こ
と
が
承
認
さ
れ
、
多
元
主
義
―
―
こ
れ
自
体
、
そ
の
旨
の
規
範
の
共
通
化
で
も
あ
る
が
―
―
が
顕
著

に
な
っ
て
い
る
。
国
家
の
開
発
の
た
め
の
立
法
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
影
響
を
受
け
、
国
家
の
歴
史
、
伝
統
的
価
値
観
、
習
俗
・
道

徳
・
宗
教
等
に
根
差
し
た
慣
習
（
法
）
と
、
諸
外
国
に
お
い
て
よ
り
広
く
普
及
し
た
標
準
と
の
調
整
が
、
様
々
な
場
面
で
求
め
ら
れ

て
い
る）（（
（

。
そ
う
し
た
調
整
問
題
は
民
事
、
刑
事
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
法
分
野
で
生
じ
て
い
る）（（
（

。

　

２　

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
立
法

　

⑴　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
含
意

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
（globalization

）
と
は
、
地
球
全
体
が
一
つ
の
国
家
な
い
し
単
一
の
社
会
に
な
る
と
い
っ
た
非
現
実
的
な
想
定

を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
各
国
の
規
範
が
単
純
に
統
一
化
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
も
な
い
。
む
し
ろ
、
諸
国
家
が
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
独
立
を
維
持
し
な
が
ら
、
相
互
間
の
共
同
体
的
繫
が
り
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る）（（
（

。
そ
れ
は
、
各
国
が
自

律
的
に
良
い
統
治
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
世
界
政
府
を
も
つ
こ
と
な
し
に
、
平
和
共
存
が
可
能
な
安
定
し
た
国
際
関
係
を
維
持

す
る
こ
と
を
目
指
す
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
理
念
に
通
じ
る）（（
（

。
こ
の
観
点
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
人
々
に
国
際
協
力
の
促
進

を
求
め
る
規
範
を
含
意
し
、
そ
れ
は
立
法
の
分
野
に
お
い
て
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
立
法
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、

た
だ
ち
に
他
国
の
立
法
の
中
身
に
立
ち
入
っ
て
内
容
の
共
通
化
を
求
め
る
も
の
で
は
な
く
、
立
法
の
方
法
論
を
め
ぐ
る
協
力
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
模
索
す
る
も
の
で
あ
る）（（
（

。
そ
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
法
秩
序
は
、
各
国
の
国
内
法
と
国
際

法
）
（（
（

か
ら
な
り
、
国
内
法
も
ま
た
そ
の
一
部
が
共
通
化
し
て
ゆ
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
世
界
に
お
け

る
国
内
立
法
は
、
国
際
的
法
定
立
や
共
通
化
し
た
原
則
に
従
属
す
る
形
で
行
わ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い）（（
（

。
多
元
的
な

グ
ロ
ー
バ
ル
空
間
で
は
、
共
通
原
則
は
各
国
の
立
法
活
動
の
原
因
で
は
な
く
、
む
し
ろ
結
果
で
あ
り
、
立
法
の
内
容
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
ペ
ー
ス
や
順
序
も
、
基
本
的
に
各
国
の
主
体
的
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る）（（
（

。
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⑵　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
日
本
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正

　

現
在
日
本
で
進
行
中
の
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
議
論
に
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
影
響
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
中
心
問

題
の
一
つ
は
、
履
行
不
能
な
給
付
を
目
的
と
す
る
債
務
の
帰
趨
で
あ
る
。
現
行
民
法
、
そ
の
伝
統
的
な
解
釈
法
理
お
よ
び
判
例
に
よ

れ
ば
、
⒜
不
能
な
こ
と
は
義
務
づ
け
ら
れ
な
い
（Im

m
possibilium

 nulla obligatio est

）
と
い
う
一
般
原
則
に
従
い
、
①
履
行
不

能
な
給
付
を
目
的
と
す
る
債
務
は
不
成
立
ま
た
は
消
滅
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
履
行
不
能
が
債
務
者
の
帰
責
事
由
に
よ

る
と
き
は
損
害
賠
償
債
務
を
認
め
（
民
法
四
一
五
条
）、
ま
た
、
不
注
意
で
契
約
締
結
前
に
す
で
に
債
務
の
履
行
が
不
可
能
な
原
始
的

不
能
の
契
約
を
締
結
し
た
債
務
者
は
、
債
権
者
が
契
約
を
有
効
と
信
じ
た
こ
と
に
よ
っ
て
被
っ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
（
契
約
締

結
上
の
過
失
。
民
法
一
条
二
項
）
を
負
う
（
履
行
不
能
に
よ
る
債
務
の
不
成
立
・
消
滅
原
則
、
帰
責
事
由
主
義
）。
②
そ
の
結
果
、
契
約
締

結
前
か
ら
債
務
者
の
帰
責
事
由
に
よ
ら
ず
に
債
務
の
履
行
が
不
能
で
あ
っ
た
場
合
、
契
約
は
無
効
と
な
り
（
原
始
的
不
能
の
契
約
無

効
の
原
則
）、
③
双
務
契
約
の
一
方
債
務
が
契
約
成
立
後
に
履
行
不
能
（
後
発
的
不
能
）
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
場
合
に
、
反
対
給
付
請

求
が
可
能
か
否
か
は
、
法
律
が
定
め
る
（
一
種
の
法
定
責
任
と
し
て
の
危
険
負
担
。
民
法
五
三
四
条
・
五
三
五
条
・
五
三
六
条
一
項）

（（
（

）。

　

こ
う
し
て
現
行
民
法
（
な
ら
び
に
そ
の
解
釈
法
理
お
よ
び
判
例
）
上
の
債
権
関
係
を
特
徴
づ
け
る
⒜
①
履
行
不
能
の
債
務
の
不
成

立
・
消
滅
、
損
害
賠
償
の
帰
責
事
由
主
義
、
②
原
始
的
不
能
の
契
約
無
効
の
原
則
、
③
危
険
負
担
の
諸
原
則
に
対
し
、
⒝
主
と
し
て

国
際
取
引
の
分
野
で
発
達
し
た
こ
れ
ら
と
異
な
る
諸
原
則
に
よ
っ
て
置
き
換
え
る
べ
き
で
あ
る
と
の
議
論
が
有
力
化
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、

 ①́
い
っ
た
ん
契
約
し
た
以
上
、
履
行
不
能
で
あ
っ
て
も
債
務
は
成
立
し
、
弁
済
等
の
債
務
消
滅
原
因
が
な
い
以
上
は
消
滅

せ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
履
行
不
能
の
場
合
は
債
務
者
が
帰
責
事
由
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
損
害
賠
償
義
務
を
負
う
（
た
だ
し
、
免
責

条
項
に
該
当
す
る
等
、
債
務
者
が
引
き
受
け
て
い
な
か
っ
た
事
由
に
よ
っ
て
債
務
不
履
行
が
生
じ
た
と
き
は
、
損
害
賠
償
責
任
を
負
わ
な

い
）、

 ②́
原
始
的
不
能
の
契
約
も
有
効
と
す
る
（
契
約
は
原
始
的
不
能
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
無
効
と
な
ら
な
い
）、

 ③́
い
っ
た
ん
成
立
し

た
債
務
は
弁
済
等
の
債
務
消
滅
原
因
が
な
け
れ
ば
消
滅
し
な
い
が
、
債
務
者
は
契
約
解
除
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
お
い
て
解
除
の
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意
思
表
示
を
す
れ
ば
債
務
の
履
行
を
拒
絶
で
き
る
の
で
、
危
険
負
担
制
度
は
不
要
と
な
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る）（（
（

。
た
し
か
に
、
例

え
ば
国
際
取
引
を
日
常
頻
繁
に
行
う
国
際
取
引
業
者
間
で
あ
れ
ば
、
⒝

 ①́
～

 ③́
の
よ
う
に
、
い
っ
た
ん
成
立
し
た
契
約
は
で
き
る
だ

け
有
効
な
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
（favor contractus

）
が
、
契
約
準
備
段
階
に
要
し
た
費
用
、
既
履
行
給
付
の
回
復
費
用
等
を
節

約
し
、
取
引
費
用
を
削
減
す
る
こ
と
に
通
じ
、
前
述
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
規
範
的
含
意
に
合
致
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
は
当
事
者
間
の
契
約
お
よ
び
国
際
取
引
法）（（
（

で
対
応
可
能
と
考
え
ら
れ
る
一
方
、
民
法
の
名
宛
人
は
多
く
の
場
合
が
主
と
し

て
国
内
取
引
を
行
う
一
般
市
民
で
も
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
現
行
法
（
判
例
を
含
む
）
お
よ
び
伝
統
的
解
釈
論
で
あ

る
⒜
①
～
③
の
妥
当
性
も
無
視
で
き
な
い
。
ち
な
み
に
、
法
制
審
議
会
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
に
よ
る
「
民
法
（
債
権
関
係
）
の

改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
」（
二
〇
一
三
年
二
月
）
に
対
し
、「
同
要
綱
仮
案
」（
二
〇
一
四
年
八
月
）
で
は
、
ア
損
害
賠
償
請
求
に
つ

い
て
は
中
間
試
案
段
階
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
た
⒜
①
帰
責
事
由
主
義
を
維
持
し
、
イ
原
始
的
不
能
の
契
約
に
つ
い
て
は
⒝

 ②́
を
採
用

し
た
中
間
試
案
の
表
現
を
修
正
し
て
契
約
の
有
効
性
に
は
言
及
し
な
い
も
の
と
し
、
ウ
危
険
負
担
に
つ
い
て
は
そ
の
廃
棄
を
提
案
し

た
中
間
試
案
を
修
正
し
、
債
務
者
に
対
し
て
履
行
不
能
と
な
っ
た
債
務
の
履
行
を
請
求
で
き
な
く
な
っ
た
債
権
者
が
、
債
務
者
か
ら

双
務
契
約
の
反
対
給
付
の
履
行
を
請
求
さ
れ
た
場
合
に
、
契
約
を
解
除
し
て
い
な
く
と
も
履
行
拒
絶
す
る
こ
と
を
認
め
る
規
定
を
置

く
形
で
、
危
険
負
担
制
度
を
維
持
す
る
方
向
に
若
干
軌
道
修
正
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る）（（
（

。
一
般
市
民
が
帰
責
の
根
拠
を
ど
の

よ
う
に
理
解
し
て
い
る
か
（
自
分
に
客
観
的
に
落
ち
度
＝
帰
責
事
由
が
あ
っ
た
か
ら
か
、
あ
る
い
は
も
っ
ぱ
ら
契
約
で
主
観
的
に
引
き
受
け

た
か
ら
か
）
に
よ
り
、
た
と
え
⒜
①
～
③
を
選
択
し
て
も
、
そ
れ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
逆
行
す
る
と
は
た
だ
ち
に
は
い
え
な
い
。
も

ち
ろ
ん
、
市
民
意
識
に
お
け
る
是
認
が
漸
次
的
に
⒜
①
～
③
か
ら
⒝

 ①́
～

 ③́
へ
と
変
化
す
る
こ
と
は
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

場
合
に
は
そ
れ
に
従
っ
て
改
正
が
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
⒜
①
～
③
ル
ー
ル
と
⒝

 ①́
～

 ③́
ル
ー
ル
の
何
れ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
照
ら
し
て
正
当
性

0

0

0

を
も
つ
か
と
い
う
問
い
に
は
容

易
に
答
え
難
い
。
そ
の
何
れ
が
現
在
の
日
本
に
妥
当
し
て
い
る
と
い
え
る
か
は
、
正
統
性

0

0

0

が
認
め
ら
れ
る
立
法
手
続
（
国
会
審
議
以
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前
の
準
備
段
階
を
含
む
）
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る）（（
（

。
と
同
時
に
、
⒜
①
～
③
ル
ー
ル
と
⒝

 ①́
～

 ③́
ル
ー
ル
の
何
れ
が
内

容
的
に
正
当
性
を
も
つ
か
を
論
証
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
今
後
の
民
法
学
の
議
論
展
開
に
か
か
っ
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
突
き
詰
め

れ
ば
、
当
事
者
が
契
約
で
定
め
て
い
な
か
っ
た
事
態
が
生
じ
た
場
合
に
備
え
、
国
家
の
立
法
が
ど
こ
ま
で
定
め
て
お
く
べ
き
か
、
法

定
責
任
の
必
要
性
、
立
法
の
及
ぶ
べ
き
範
囲
、
延
い
て
は
国
家
と
国
民
の
関
係
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
の
議
論
に
通
じ
て
い
る
。
そ
の

議
論
が
収
斂
す
る
前
に
、
立
法
が
そ
の
展
開
を
枠
付
け
て
し
ま
う
こ
と
は
回
避
す
べ
き
で
あ
り
、
要
綱
仮
案
に
は
そ
う
し
た
配
慮
が

見
出
さ
れ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
私
見
は
、
国
際
取
引
に
お
け
る
共
通
ル
ー
ル
（
国
際
物
品
売
買
契
約
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
等
）

と
各
国
の
発
展
段
階
に
応
じ
て
固
有
の
国
内
法
（
絶
え
ず
変
容
し
つ
つ
あ
り
、
そ
の
内
容
の
共
通
部
分
は
増
大
傾
向
に
あ
る
）
の
二
元
的

法
シ
ス
テ
ム
が
法
改
革
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
モ
デ
ル
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら）（（
（

、
民
法
（
国
内
法
）
に
関
し
て
は
、
現
段

階
に
お
い
て
は
法
定
責
任
に
関
す
る
立
法
の
意
義
を
よ
り
重
視
す
る
も
の
と
し
て
、
伝
統
的
な
⒜
①
～
③
ル
ー
ル
を
維
持
す
る
こ
と

に
も
十
分
な
理
由
が
あ
る
と
考
え
る）（（
（

。

五　

結
語

　

開
発
は
国
家
の
制
度
改
革
を
通
じ
て
社
会
の
進
歩
を
促
進
し
、
人
々
の
幸
福
を
増
進
さ
せ
る
こ
と
を
企
図
す
る
人
為
性
と
政
治
性

の
高
い
営
み
で
あ
る）（（
（

。
中
で
も
立
法
は
最
も
人
為
的
・
政
治
的
な
制
度
改
革
の
有
力
手
段
と
い
え
る）（（
（

。
そ
れ
ゆ
え
に
、
開
発
プ
ロ
セ

ス
で
は
、
①
統
治
を
確
立
す
る
た
め
の
憲
法
宣
言
に
せ
よ
、
②
比
較
的
短
期
間
の
う
ち
に
経
済
成
長
や
民
主
化
を
促
す
た
め
の
政
策

を
具
体
化
す
る
立
法
に
せ
よ
、
③
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
た
め
の
立
法
に
せ
よ
、
開
発
と
い
う
究
極
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

戦
略
的
に
立
法
が
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
既
存
の
立
法
手
続
の
未
確
立
や
逸
脱
に
よ
っ
て
法
の
正
統
性
が
揺
ら
い
だ
り
、
立
法

内
容
が
偏
っ
て
正
当
性
が
疑
わ
れ
る
こ
と
が
頻
繁
に
生
じ
る
。
そ
の
場
合
、
立
法
の
正
統
性
の
欠
陥
を
正
当
性
が
補
完
す
る
一
方
、
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そ
の
正
当
性
の
問
題
を
正
統
性
が
カ
バ
ー
す
る
こ
と
に
よ
り
、
開
発
を
進
め
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
て
き
た
。
そ
う
し
た
相
互
補
完
は

け
っ
し
て
容
易
に
実
現
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
多
く
の
国
家
が
成
功
と
も
失
敗
と
も
つ
か
な
い
混
沌
と
し
た
プ
ロ
セ
ス
に
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
法
に
よ
る
統
治
構
築
を
起
動
さ
せ
る
立
法
の
意
義
を
軽
視
し
て
も
よ
い
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
し
か
し
ま
た
、
開
発
に

お
い
て
は
、
行
政
府

0

0

0

が
策
定
し
た
開
発
政
策
を
具
体
化
す
る
立
法
が
立
法
部

0

0

0

で
の
十
分
な
議
論
を
経
ず
に
成
立
し
、
執
行
さ
れ
る
事

態
を
完
全
に
は
回
避
で
き
ず
、
そ
の
内
容
の
正
当
性
を
司
法
部

0

0

0

が
肯
定
的
ま
た
は
否
定
的
に
解
釈
し
、
市
民
が
是
認
ま
た
は
否
認
の

反
応
を
示
し
、
必
要
な
法
改
正
を
促
し
て
正
統
性
お
よ
び
正
当
性
を
補
う
と
い
う
緊
張
に
満
ち
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て

の
み
0

0

、
法
が
整
合
性
を
高
め
、
国
家
に
定
着
し
、
法
に
よ
る
統
治
の
理
想
で
あ
る
法
の
支
配

0

0

0

0

が
浸
透
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る）（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
立
法
の
正
統
性
と
正
当
性
の
相
補
作
用
が
あ
た
か
も
二
重
螺
旋
の
よ
う
に
絡
み
合
い
な
が
ら
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
法
が
整
合
性
を
高
め
、
法
の
支
配
が
徐
々
に
進
展
す
る
プ
ロ
セ
ス
は
、
開
発
途
上
国
の
み
な
ら
ず
、
先
進
国
に
お
い
て
も
共

通
に
見
出
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
首
尾
一
貫
し
た
整
合
性
あ
る
法
な
い
し
合
法
性
（Legalität, legality

）
に
よ
る
統
治
を
完
全
に

達
成
し
て
い
る
と
い
え
る
国
は
な
く
、
そ
れ
は
容
易
に
達
成
さ
れ
る
も
の
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
人
間
社
会
は
い
つ
完
成
す
る
と

も
分
か
ら
な
い
法
に
よ
る
統
治
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
先
進
国
も
ま
た
同
様
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
本
稿
で
検
討
し
た
開
発
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
立
法
の
意
義

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
、
発
展
途
上
国
の
開
発
と
い
っ
た
限
ら
れ

た
場
面
に
お
け
る
法
発
展
に
固
有
の
も
の
と
は
い
え
ず
、
あ
ら
ゆ
る
国
家
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
発
展
段
階
に
応

じ
て
多
様
な
課
題
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
法
の
一
般
的
な
発
展
理
論
お
よ
び
法
の
支
配
の
構
築
に
関
す
る
動
態
理
論
の
探
求
に
通
じ

る
も
の
と
思
わ
れ
る）（（
（

。

（
（
）　

開
発
法
学
の
定
義
お
よ
び
目
的
に
関
し
て
は
、
松
尾
弘
『
開
発
法
学
の
基
礎
理
論
―
―
良
い
統
治
の
た
め
の
法
律
学
』（
勁
草
書
房
、

二
〇
一
二
）
一
頁
参
照
。



359

開発における統治と立法の意義

（
2
）　

な
お
、
安
田
信
之
『
開
発
法
学
―
―
ア
ジ
ア
・
ポ
ス
ト
開
発
国
家
の
法
シ
ス
テ
ム
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
）
二
七
︲

三
〇
頁
は
、
法
を
①
文
化
、
②
制
度
お
よ
び
③
規
範
の
三
層
構
造
に
よ
っ
て
捉
え
、
立
法
を
②
か
ら
③
へ
の
昇
華
過
程
と
位
置
づ
け
る
。

（
3
）　

Ｍ
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
／
世
良
晃
志
郎
訳
『
支
配
の
諸
類
型
』（
創
文
社
、
一
九
七
〇
）
一
〇
︲
一
一
頁
。
な
お
、
同
『
支
配
の
社
会
学

Ⅰ
』（
創
文
社
、
一
九
七
二
）
三
二
︲
五
九
頁
も
参
照
。
本
稿
で
は
「
法
に
よ
る
統
治
」
の
語
を
こ
の
「
合
法
的
支
配
」
な
い
し
「
合
法

性
に
よ
る
支
配
」（Legalitätsherrschaft

）
の
意
味
で
用
い
る
。
そ
れ
は
合
理
的
に
首
尾
一
貫
し
た
、
整
合
性
（integrity

）
あ
る
法

シ
ス
テ
ム
に
依
拠
し
た
国
家
統
治
の
形
態
と
い
う
意
味
で
、「
法
の
支
配
」（the rule of law

）
の
概
念
と
も
実
質
的
に
重
な
る
。
開
発

に
お
け
る
法
の
支
配
の
概
念
（
重
層
的
・
段
階
的
・
動
態
的
概
念
）
に
関
し
て
は
、
後
掲
（
注
（9
）
参
照
。

（
4
）　

立
法
理
学
の
構
想
に
関
し
て
は
、
井
上
達
夫
「
立
法
学
の
現
代
的
課
題
―
―
議
会
民
主
政
の
再
編
と
法
理
論
の
再
定
位
」
ジ
ュ
リ
ス

ト
一
三
五
六
号
（
二
〇
〇
八
）
一
三
四
︲
一
四
〇
頁
、
同
「
立
法
理
学
と
し
て
の
立
法
学
―
―
現
代
民
主
政
に
お
け
る
立
法
シ
ス
テ
ム
の

再
編
と
法
哲
学
の
再
定
位
」
同
編
『
立
法
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
１　

立
法
学
の
哲
学
的
再
編
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
四
）
二
三
︲

二
四
頁
参
照
。

（
5
）　

本
稿
は
、
松
尾
弘
「
開
発
に
お
け
る
良
い
統
治
と
立
法
の
課
題
―
―
正
当
性
と
正
統
性
の
法
動
態
に
着
目
し
て
」
日
本
法
哲
学
会
編

『
法
哲
学
年
報
二
〇
一
四
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
五
刊
行
予
定
）
と
題
材
が
一
部
重
な
る
が
、
紙
幅
の
都
合
等
で
割
愛
し
た
諸
点
に
つ
い
て
、

両
者
は
相
互
補
完
的
関
係
に
あ
る
。

（
（
）　

西
原
博
史
「
立
法
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
」、
同
「
憲
法
構
造
に
お
け
る
立
法
の
位
置
と
立
法
学
の
役
割
」
同
編
『
立
法
学
の
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
２　

立
法
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
四
）
六
頁
、
二
一
頁
。

（
（
）　

関
連
文
献
を
含
め
、
松
尾
弘
「
開
発
法
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
：
政
治
・
経
済
と
法
⑴
―
―
法
整
備
は
経
済
成
長
や
民
主
化
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
る
か
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
一
一
号
（
二
〇
一
四
）
五
六
︲
五
七
頁
参
照
。

（
8
）　

松
尾
弘
「
開
発
法
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
：
政
治
・
経
済
と
法
⑵
―
―
憲
法
と
ク
ー
・
デ
タ
の
相
克
を
抜
け
出
す
道
は
あ
る
か
」
法
学

セ
ミ
ナ
ー
七
一
二
号
（
二
〇
一
四
）
五
五
︲
五
九
頁
、
同
「
開
発
法
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
：
政
治
・
経
済
と
法
⑶
―
―
憲
法
制
定
へ
の
生

み
の
苦
し
み
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
一
三
号
（
二
〇
一
四
）
六
一
︲
六
四
頁
参
照
。

（
9
）　

エ
ジ
プ
ト
と
ネ
パ
ー
ル
で
も
政
治
と
法
の
関
係
は
同
じ
と
は
い
え
な
い
。
松
尾
・
前
掲
（
注
（
）
五
七
頁
、
同
・
前
掲
（
注
8
）
法

学
セ
ミ
ナ
ー
七
一
三
号
六
四
頁
参
照
。
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（
（0
）　H

. L. A
. H

art, T
he Concept of Law

, Second Edition, O
xford U

niversity Press, （994, pp. 5（-（（

、
松
尾
・
前
掲
（
注

8
）
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
一
三
号
六
二
︲
六
三
頁
参
照
。

（
（（
）　

井
上
・
前
掲
（
注
4
）
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
五
六
号
一
三
二
︲
一
三
三
頁
参
照
。

（
（2
）　

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
に
よ
る
八
月
革
命
説
に
関
し
、
嶋
津
格
『
問
い
と
し
て
の
〈
正
し
さ
〉
―
―
法
哲
学
の
挑
戦
』（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、

二
〇
一
一
）
四
七
︲
四
八
頁
参
照
。

（
（3
）　

こ
こ
で
は
憲
法
改
正
の
限
界
に
関
す
る
規
範
的
議
論
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。
憲
法
秩
序
の
連
続
性
を
無
視
で
き
な
い
理
由
は
、
法
秩

序
の
形
成
に
は
集
権
化
さ
れ
た
政
治
権
力
の
構
築
が
不
可
欠
で
あ
り
、
い
か
に
優
れ
た
内
容
の
立
法
が
行
わ
れ
て
も
、
執
行
権
力
を
伴
わ

な
け
れ
ば
法
は
現
実
の
も
の
と
な
ら
ず
、
法
の
支
配
を
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
日
本
で
は
政
治
権
力
と
し

て
法
を
運
営
す
る
政
府
、
そ
し
て
法
の
名
宛
人
と
し
て
の
国
民
の
何
れ
も
が
、
現
行
憲
法
の
前
後
で
連
続
し
て
い
る
。

（
（4
）　

立
憲
政
体
の
詔
書
（
一
八
七
五
年
四
月
一
四
日
）
は
、
立
法
部
と
し
て
の
元
老
院
、
司
法
部
と
し
て
の
大
審
院
等
を
設
置
し
、「
漸

次
ニ
国
家
立
憲
ノ
政
体
ヲ
立
」
て
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。

（
（5
）　

前
掲
（
注
3
）
お
よ
び
該
当
本
文
参
照
。

（
（（
）　

そ
れ
は
時
に
は
、
関
白
ま
た
は
征
夷
大
将
軍
を
頂
点
と
す
る
武
家
政
権
と
併
存
な
い
し
融
合
（
結
合
）
す
る
統
治
形
態
も
と
っ
た
。

松
尾
弘
「
開
発
法
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
：
政
治
・
経
済
と
法
⑸
―
―
日
本
モ
デ
ル
の
基
層
形
成
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
一
五
号
（
二
〇
一

四
）
五
五
︲
五
八
頁
参
照
。

（
（（
）　

既
述
の
よ
う
に
「
伝
統
的
支
配
」・「
カ
リ
ス
マ
的
支
配
」・「
合
法
的
支
配
」
は
理
念
型
で
あ
り
、
現
実
の
統
治
形
態
が
そ
の
何
れ
か

の
み
に
当
て
は
ま
る
純
粋
形
態
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
む
し
ろ
、
複
数
の
要
素
が
混
合
し
な
が
ら
、
何
れ
の
要
素
が
相
対
的
に
優
勢

だ
っ
た
か
を
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
（8
）　

無
論
、
そ
れ
は
七
世
紀
か
ら
八
世
紀
に
か
け
て
中
国
か
ら
継
受
さ
れ
、
制
定
さ
れ
た
律
令
を
無
視
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
が
臣
民
に
認
識
か
つ
是
認
さ
れ
た
法
の
内
容
の
合
理
的
性
質
（
合
法
性
）
に
よ
っ
て
統
治
を
実
現
し
た
も
の
と
ま
で
は
い
え
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
中
世
の
武
家
法
や
藩
法
も
主
と
し
て
武
家
の
組
織
（
構
成
員
）
内
部
の
ル
ー
ル
に
と
ど
ま
る
と
い
う
限
界
を

も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
う
し
た
武
家
組
織
内
部
で
は
、
ま
た
支
配
下
の
農
民
等
に
対
し
て
も
一
部
の
ル
ー
ル
は
、

法
と
し
て
の
性
質
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
否
定
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
の
合
理
性
が
国
民
一
般
に
認
識
さ
れ
、
か
つ
是
認
さ
れ
、
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統
治
の
主
要
な
手
段
と
な
っ
て
い
た
と
ま
で
は
い
え
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
。

（
（9
）　

こ
こ
で
「
制
度
的
変
化
」（institutional change

）
と
は
、
新
制
度
学
派
の
い
う
意
味
で
の
社
会
に
お
け
る
制
度
全
体
の
実
際
の

変
化
を
意
味
す
る
。

（
20
）　

前
掲
（
注
（
）
参
照
。
同
様
の
傾
向
は
、
一
九
三
二
年
以
来
、
現
在
ま
で
、
一
八
の
憲
法
な
い
し
憲
法
案
が
発
出
さ
れ
た
タ
イ
に
つ

い
て
も
指
摘
で
き
る
。
松
尾
・
前
掲
（
注
8
）
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
一
二
号
五
五
︲
五
九
頁
。

（
2（
）　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
憲
法
の
正
統
性
に
関
し
、
価
値
多
元
主
義
の
立
場
か
ら
、「
頑
強
な
憲
法
」
に
批
判
的
な
Ａ
・
マ
ー
モ
ー
の

議
論
が
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。A

ndrei M
arm

or, Law
 in the A

ge of Pluralism
, O

xford U
niversity Press, 200（, pp. 

90-（2（. 

マ
ー
モ
ー
の
こ
の
議
論
を
積
極
的
に
評
価
す
る
も
の
と
し
て
、
濱
真
一
郎
『
法
実
証
主
義
の
現
代
的
課
題
』（
成
文
堂
、
二
〇
一

四
）
一
一
四
︲
一
三
七
頁
参
照
。

（
22
）　

こ
の
よ
う
に
し
て
構
築
さ
れ
た
法
秩
序
は
集
権
化
さ
れ
た
政
治
権
力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
不
罰
（im

punity

）

の
回
避
、
法
の
支
配
の
構
築
に
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
23
）　

ラ
ズ
は
、
法
は
政
治
シ
ス
テ
ム
の
一
側
面
で
あ
り
、
法
シ
ス
テ
ム
の
存
在
お
よ
び
時
間
を
超
え
た
法
シ
ス
テ
ム
の
同
一
性
（the 

identity of a legal system
 over tim

e
）
は
政
治
シ
ス
テ
ム
の
存
在
と
継
続
性
に
依
存
す
る
と
み
る
。Joseph Raz, T

he Concept 
of A

 Legal System
: A

n Introduction to the T
heory of A

 Legal System
, 2

nd ed., Clarendon Press, O
xford, （980, pp. 

2（0-2（（ 

（
松
尾
弘
訳
『
法
体
系
の
概
念
―
―
法
体
系
論
序
説
（
第
２
版
）』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
）
二
四
九
︲
二
五
〇

頁
）.

（
24
）　

一
例
と
し
て
、
日
本
の
明
治
初
年
に
お
け
る
殖
産
興
業
政
策
と
商
事
産
業
立
法
（
会
社
法
、
手
形
法
、
商
取
引
法
、
保
険
制
度
、
同

業
組
合
規
制
等
）
に
つ
き
、
福
島
正
夫
「
財
産
法
（
法
体
制
準
備
期
）」
鵜
飼
信
成
＝
福
島
正
夫
＝
川
島
武
宜
＝
辻
清
明
責
任
編
集
『
講

座
日
本
近
代
法
発
達
史
１
』（
勁
草
書
房
、
一
九
五
八
）
七
四
︲
一
〇
〇
頁
参
照
。
一
方
、
市
場
経
済
導
入
後
の
社
会
主
義
国
ラ
オ
ス
に

お
け
る
約
五
〇
の
立
法
（
一
九
八
九
年
～
二
〇
〇
一
年
）
に
つ
き
、
工
藤
恭
裕
＝
山
下
輝
年
＝
榊
原
一
夫
「
ラ
オ
ス
法
制
度
概
要
」ICD

 
N

EW
S 

３
号
（
二
〇
〇
二
）
五
八
︲
五
九
頁
参
照
。

（
25
）　

本
稿
で
は
、
法
典
編
纂
の
問
題
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
松
尾
弘
「
開
発
に
お
け
る
法
典
編
纂
」
岩
谷
十
郎
＝
片

山
直
也
＝
北
居
功
編
『
法
典
と
は
何
か
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
）
二
一
五
︲
二
三
七
頁
参
照
。
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（
2（
）　Susan Rose A

ckerm
an, 

“Establishing the Rule of Law
,

” in: Robert I. Rotberg (ed.), W
hen States Fail: Causes 

and Consequences, Princeton U
niversity Press, 2003, p. 209.

（
2（
）　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
／
山
本
光
雄
訳
『
政
治
学
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
六
一
）
三
巻
一
六
章
一
〇
︲
一
一
節
（
一
七
二
頁
）。

（
28
）　M

artin D
oornbos, 

“ʻGood Governanceʼ: T
he Rise and D

ecline of a Policy M
etaphor?,

” Journal of D
evelopm

ent 
Studies, V

ol. 3（, 200（, p. 93.

（
29
）　

松
尾
弘
『
良
い
統
治
と
法
の
支
配
―
―
開
発
法
学
の
挑
戦
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
九
）
九
︲
一
三
頁
。

（
30
）　

松
尾
・
前
掲
（
注
（
）
二
四
〇
︲
二
四
五
頁
。

（
3（
）　

例
え
ば
、
一
九
六
〇
年
代
の
韓
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
浅
沼
信
爾
＝
橋
本
敬
市
＝

松
尾
弘
「
鼎
談　

法
整
備
支
援
は
途
上
国
の
発
展
に
寄
与
し
う
る
か
？
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
〇
九
号
（
二
〇
一
四
）
一
〇
︲
一
一
頁
（
浅

沼
）。

（
32
）　Sam

uel P. H
untington and Joan M

. N
elson, N

o E
asy Choice: Political Participation in D

eveloping Countries, 
H

arvard U
niversity Press, （9（（, pp. 23-25.

（
33
）　Ikuo K

abashim
a, 

“Supportive Participation w
ith Econom

ic Grow
th: T

he Case of Japan,

” W
orld Politics, V

ol. 3（, 
（984, pp. 332-338.

（
34
）　

浅
沼
信
爾
＝
小
浜
裕
久
『
途
上
国
の
旅
―
―
開
発
政
策
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
三
）
五
七
︲
六
〇
頁
、
三
二
四
︲

三
二
六
頁
。

（
35
）　D

aron A
cem

oglu and Jam
es A

. Robinson, W
hy N

ations Fail: T
he O

rigins of Pow
er, Prosperity, and Poverty, 

Brockm
an, Inc., 20（2, pp. （3-95.

（
3（
）　

農
地
改
革
の
試
み
は
、
戦
後
の
占
領
政
策
（
日
本
、
韓
国
、
台
湾
）、
革
命
政
府
（
中
国
）
や
軍
事
政
権
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
の
政
策
、

内
戦
後
平
和
構
築
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
）
等
を
契
機
と
す
る
。A

ntonio B. Q
uizon, 

“Perspectives on A
grarian Reform

 and A
ccess 

to Land,

” AN
G

O
C Policy D

iscussion Paper, 2005.

（
3（
）　

こ
の
間
の
経
緯
は
、
Ｅ
・
Ｅ
・
ワ
ー
ド
／
小
倉
武
一
訳
『
農
地
改
革
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
？
―
―
連
合
国
の
対
日
政
策
と
立
法
過

程
』（
食
料
・
農
業
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
七
）
に
詳
し
い
。
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（
38
）　

最
大
判
昭
和
二
八
年
一
二
月
二
三
日
民
集
七
巻
一
三
号
一
五
二
三
頁
。
本
判
決
に
至
る
経
緯
に
つ
き
、
山
田
隆
司
「
戦
後
史
で
読
む

憲
法
判
例
⑧
『
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領
』
と
農
地
改
革
事
件
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
一
五
号
（
二
〇
一
四
）
九
〇
︲
九
五
頁
参
照
。

（
39
）　

Ａ
・
オ
プ
ラ
ー
／
内
藤
頼
博
監
／
納
谷
廣
美
＝
高
地
茂
世
訳
『
日
本
占
領
と
法
制
改
革
―
―
Ｇ
Ｈ
Ｑ
担
当
者
の
回
顧
』（
日
本
評
論

社
、
一
九
九
〇
）
二
八
〇
頁
。

（
40
）　

本
判
決
は
、
そ
の
後
の
農
地
改
革
関
連
訴
訟
判
決
（
最
判
昭
和
二
九
年
一
月
二
二
日
民
集
八
巻
一
号
二
二
五
頁
、
最
大
判
昭
和
二
九

年
一
一
月
一
〇
日
民
集
八
巻
一
一
号
二
〇
三
四
頁
、
最
大
判
昭
和
三
〇
年
一
〇
月
二
六
日
民
集
九
巻
一
一
号
一
六
九
〇
頁
）
の
先
例
的
・

指
導
的
役
割
を
演
じ
た
。
内
野
正
幸
「
判
批
」『
行
政
判
例
百
選
Ⅱ
（
第
５
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
）
五
〇
四
頁
。

（
4（
）　

前
述
し
た
農
地
改
革
立
法
と
「
正
当
な
補
償
」（
憲
法
二
九
条
三
項
）
の
理
論
的
関
係
に
つ
き
、
本
稿
は
解
釈
論
に
立
ち
入
ら
な
い

が
、
憲
法
二
九
条
が
「
財
産
権
制
度
」
を
保
障
し
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
に
よ
り
（
長
谷
部
恭
男
『
憲
法
（
第
３
版
）』（
新
世
社
、
二
〇

〇
四
）
二
四
一
︲
二
四
五
頁
参
照
）、
農
地
改
革
立
法
も
憲
法
二
九
条
の
枠
内
で
解
釈
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
る
。

（
42
）　Joseph Raz, 

“The Politics of the Rule of Law

”, in: Joseph Raz, E
thics in the Public D

om
ain: E

ssays in the 
M

orality of Law
 and Politics, Revised Edition, Clarendon Press, O

xford, （994, p. 3（（

（「
近
代
民
主
主
義
の
中
で
は
、
法

の
支
配
は
民
主
的
な
立
法
部
の
権
能
と
伝
統
に
基
づ
く
原
理
の
力
と
の
間
に
木
目
細
か
な
均
衡
を
確
保
す
べ
く
機
能
す
る
。
良
い
政
府
の

原
理
に
お
け
る
一
要
素
と
し
て
の
法
の
支
配
の
価
値
は
こ
の
均
衡
を
保
障
す
る
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
恣
意
的
な
権
力
を
削
減
す
る
こ

と
お
よ
び
説
明
責
任
を
果
た
し
う
る
原
理
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
政
府
に
服
す
る
秩
序
立
っ
た
社
会
を
確
保
す
る
こ
と
に
、
法
の
支
配
の

価
値
が
あ
る
の
で
あ
る
」）.

（
43
）　

ラ
ズ
の
叙
述
（
前
掲
（
注
42
））
は
多
元
的
社
会
に
お
け
る
民
主
主
義
の
実
現
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
展
開
さ
れ
て
お
り
、
多
文

化
主
義
に
立
脚
す
る
（Joseph Raz, 

“Multiculturalism
,

” Ratio Juris, V
ol. （（, （998, p. 204

も
参
照
）。
こ
の
立
場
は
、
Ａ
・

マ
ー
モ
ー
に
も
承
継
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
マ
ー
モ
ー
は
価
値
多
元
主
義
の
立
場
か
ら
立
法
の
整
合
性
（
統
合
性
）
に
懐
疑
的
で
あ
り
、

本
文
で
述
べ
る
よ
う
に
、
立
法
部
と
司
法
部
の
戦
略
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
す
る
。M

arm
or, op. cit. (n. 2（), pp. 39-5（

、

後
掲
（
注
4（
）
お
よ
び
該
当
本
文
、
濱
・
前
掲
（
注
2（
）
六
七
︲
八
四
頁
参
照
。

（
44
）　

濱
真
一
郎
「
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ラ
ズ
の
解
釈
多
元
論
―
―
司
法
的
裁
量
を
め
ぐ
る
論
争
を
踏
ま
え
て
」
同
志
社
法
学
六
四
巻
三
号
（
二
〇

一
二
）
三
九
九
︲
四
〇
一
頁
（
濱
・
前
掲
（
注
2（
）
四
七
︲
四
八
頁
）。



3（4

法学研究 88 巻 （ 号（20（5：（）

（
45
）　

こ
こ
で
「
戦
略
」（strategy

）
と
は
、
自
己
の
行
動
の
目
的
と
手
段
の
関
係
を
そ
れ
ぞ
れ
徹
底
的
に
追
求
し
、
あ
る
目
的
の
さ
ら

な
る
上
位
目
標
お
よ
び
あ
る
手
段
の
さ
ら
な
る
実
現
手
段
を
探
求
す
る
こ
と
に
よ
り
、
究
極
目
標
を
確
実
に
達
成
し
、
真
理
を
発
見
す
る

た
め
に
、
目
的
―
手
段
関
係
の
連
鎖
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
松
尾
・
前
掲
（
注
（
）
四
七
︲
四
八
頁
、
二
八
六

頁
参
照
。

（
4（
）　Joseph Raz, Betw

een A
uthority and Interpretation: O

n the T
heory of Law

 and Practical R
eason, O

xford U
ni-

versity Press, 2009, p. 320.

（
4（
）　

立
法
者
と
裁
判
所
の
対
話
は
、「
協
調
的
」
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
対
比
す
る
意
味
で
、
し
ば
し
ば
「
戦
略
的
」
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
立
法
府
内
部
に
お
け
る
や
り
取
り
が
本
来
的
に
こ
の
意
味
に
お
い
て
「
戦
略
的
」
で
あ
る
こ
と
を

も
反
映
し
て
い
る
。
濱
真
一
郎
「
立
法
と
司
法
の
戦
略
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
―
―
ア
ン
ド
レ
イ
・
マ
ー
モ
ー
の
法
解
釈
理
論
と
立
法

論
」
同
志
社
法
学
六
五
巻
六
号
（
二
〇
一
四
）
一
九
︲
二
〇
頁
（
濱
・
前
掲
（
注
2（
）
一
〇
五
︲
一
〇
七
頁
）。

（
48
）　

例
え
ば
、
議
員
定
数
不
均
衡
を
め
ぐ
る
公
職
選
挙
法
規
定
の
問
題
、
非
嫡
出
子
の
相
続
分
を
め
ぐ
る
民
法
九
〇
〇
条
四
号
の
問
題
等

が
繰
り
返
し
議
論
さ
れ
て
き
た
。

（
49
）　

Ｒ
・
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
た
と
え
立
法
部
が
法
の
整
合
性
（integrity

）
の
確
保
に
失
敗
し
て
も
、
司
法
の
解
釈
に
よ
っ
て
整
合
性

が
達
成
さ
れ
る
と
み
る
。Ronald D

w
orkin, Law

ʼs E
m

pire, H
arvard U

niversity Press, （98（, pp. 225-22（

（
小
林
公
訳
『
法

の
帝
国
』（
未
來
社
、
一
九
九
五
）
三
五
二
︲
三
五
五
頁
）.

も
っ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
法
の
整
合
性
は
法
の
帝
国
の
中
に
い
る
裁
判
官
、

検
察
官
、
司
法
省
官
僚
、
弁
護
士
等
の
間
で
シ
ェ
ア
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
整
合
性
を
法
の
帝
国
の
外
に
い
る
者
を
も
巻
き
込
む

方
向
へ
の
展
開
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
立
法
の
整
合
性
の
可
能
性
、
そ
れ
を
補
完
す
る
た
め
の
司
法
に
よ
る
解
釈
の
必
然
性

等
の
理
解
の
仕
方
を
め
ぐ
っ
て
は
、
Ｈ
・
Ｌ
・
Ａ
・
ハ
ー
ト
、
Ｒ
・
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
、
Ｊ
・
ロ
ー
ル
ズ
、
Ｊ
・
ラ
ズ
、
Ａ
・
マ
ー
モ
ー
、

Ｔ
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
、
Ｊ
・
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
ら
の
間
に
議
論
な
い
し
見
解
の
相
違
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
立
法
の
整
合
性
（
統
合
性

と
も
訳
さ
れ
る
）
お
よ
び
法
解
釈
の
必
然
性
に
批
判
的
な
マ
ー
モ
ー
の
議
論
を
軸
に
分
析
す
る
、
濱
・
前
掲
（
注
2（
）
六
七
︲
八
四
頁
、

八
七
︲
一
一
三
頁
参
照
。

（
50
）　

ち
な
み
に
、
マ
ー
モ
ー
は
法
の
正
統
性
は
道
徳
的
関
心
（m

oral concern

）
の
対
象
で
あ
り
、
正
当
性
を
無
視
し
て
は
正
統
性
が

維
持
さ
れ
な
い
も
の
と
み
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
こ
れ
は
マ
ー
モ
ー
の
価
値
多
元
論
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
濱
・
前
掲
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（
注
2（
）
六
〇
︲
八
二
頁
参
照
。

（
5（
）　

浅
沼
＝
橋
本
＝
松
尾
・
前
掲
（
注
3（
）
九
頁
（
浅
沼
）、
一
〇
頁
（
橋
本
）、
一
一
頁
（
松
尾
）。

（
52
）　

来
生
新
『
産
業
経
済
法
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
六
）
五
六
︲
五
七
頁
、
七
八
︲
七
九
頁
、
八
二
頁
。

（
53
）　

一
方
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
以
降
、
高
度
成
長
の
副
作
用
と
し
て
の
公
害
問
題
や
消
費
者
問
題
に
対
応
す
べ
く
、「
公
害
対
策
基
本

法
」（
一
九
六
七
年
）、「
大
気
汚
染
防
止
法
」、「
騒
音
規
制
法
」（
一
九
六
八
年
）、「
公
害
対
策
基
本
法
」
改
正
（
経
済
の
健
全
な
発
展
と

の
調
和
条
項
の
削
除
）「
公
害
防
止
事
業
費
事
業
者
負
担
法
」、「
海
洋
汚
染
防
止
法
」、「
水
質
汚
濁
防
止
法
」、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
」（
一
九
七
〇
年
）
等
が
制
定
・
改
正
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
も
ま
た
、
市
場
と
企
業
の
自
由
を
裏
面
か
ら
確
保
す
る
意
味

を
も
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
来
生
・
前
掲
（
注
52
）
八
二
頁
参
照
。

（
54
）　

浅
沼
＝
小
浜
・
前
掲
（
注
34
）
三
二
六
︲
三
三
〇
頁
。

（
55
）　

来
生
・
前
掲
（
注
52
）
八
六
︲
一
〇
三
頁
、
浅
沼
＝
小
浜
・
前
掲
（
注
34
）
三
三
〇
︲
三
三
六
頁
。

（
5（
）　

そ
の
後
、
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
け
る
小
売
業
の
事
業
活
動
の
調
整
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
八
年
法
律
一
〇
九
号
）
を
経
て
、
大

規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
一
六
年
法
律
九
一
号
）
が
制
定
さ
れ
た
。

（
5（
）　

中
内
功
『
わ
が
安
売
り
哲
学
（
新
装
版
）』（
千
倉
書
房
、
二
〇
〇
七
）
一
六
八
︲
一
七
二
頁
。
薬
事
法
（
昭
和
三
五
年
法
律
一
四
五

号
）
等
に
対
し
て
も
同
様
の
批
判
が
あ
る
（
同
前
）。

（
58
）　

か
か
る
良
い
統
治
の
ジ
レ
ン
マ
を
克
服
す
べ
く
、
新
開
発
国
家
（the N

ew
 D

evelopm
ental State

）
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
概
要
に
つ
き
、D

avid M
. T

rubek, 

“The Political Econom
y of the Rule of Law

: T
he Challenge of the N

ew
 D

evelop-
m

ental State,

” Hague Journal on the R
ule of Law

, V
ol. （, 2009, pp. 28-32

参
照
。

（
59
）　

川
﨑
政
司
「
立
法
を
め
ぐ
る
昨
今
の
問
題
状
況
と
立
法
の
質
・
あ
り
方
―
―
法
と
政
治
の
相
克
に
よ
る
従
来
の
法
的
枠
組
み
の
揺
ら

ぎ
と
、
そ
れ
ら
へ
の
対
応
」
慶
應
法
学
一
二
号
（
二
〇
〇
九
）
五
九
︲
六
二
頁
参
照
。

（
（0
）　

民
法
（
債
権
法
）
改
正
に
関
し
て
、
大
村
敦
志
『
民
法
改
正
を
考
え
る
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
一
一
）
一
二
九
︲
一
三
〇
頁
参
照
。

（
（（
）　Loi n˚ 20（3-404 du （（ m

ai 20（3 ouvrant le m
ariage aux couples de personnes de m

êm
e sexe.

（
（2
）　

固
有
の
ル
ー
ル
と
継
受
さ
れ
た
ル
ー
ル
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
完
全
に
融
合
し
て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
す
る
も
の
か
ら
、
異
質
的
な

ル
ー
ル
の
共
存
（
そ
れ
が
許
容
さ
れ
る
限
り
）
ま
で
、
法
多
元
主
義
（legal pluralism
）
の
態
様
自
体
も
多
様
で
あ
る
。
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（
（3
）　

例
え
ば
、
国
連
人
権
理
事
会
は
二
〇
〇
八
年
六
月
、
日
本
政
府
に
対
し
、
死
刑
制
度
の
停
止
・
廃
止
の
検
討
を
含
む
二
九
項
目
の
勧

告
を
し
て
い
る
。
死
刑
制
度
の
廃
止
検
討
に
対
し
て
は
、
国
連
自
由
権
規
約
委
員
会
（
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
）、
国
連
拷
問
禁
止
委
員
会

（
二
〇
一
三
年
）
か
ら
も
勧
告
を
受
け
て
い
る
。

（
（4
）　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
規
範
的
含
意
に
つ
き
、
松
尾
・
前
掲
（
注
29
）
一
七
︲
二
〇
頁
、
同
・
前
掲
（
注
（
）
二
六
九
︲
二
七
五
頁
参
照
。

（
（5
）　

松
尾
・
前
掲
（
注
29
）
二
〇
︲
二
四
頁
、
同
・
前
掲
（
注
（
）
二
六
三
︲
二
八
九
頁
。

（
（（
）　

武
田
美
智
代
「
紛
争
後
の
国
家
に
お
け
る
政
治
制
度
の
民
主
化
―
―
立
法
府
支
援
を
中
心
に
」
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
二
〇
〇
七
年
三
月
号

七
六
︲
八
八
頁
参
照
。

（
（（
）　

そ
の
主
体
は
、
国
際
人
権
法
や
国
際
取
引
法
（
条
約
）
の
発
展
に
よ
り
、
国
家
の
み
な
ら
ず
個
人
も
含
む
も
の
と
解
さ
れ
る
。

（
（8
）　

郭
舜
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
の
立
法
シ
ス
テ
ム
―
―
国
内
立
法
過
程
か
ら
見
た
国
際
法
定
立
過
程
」
西
原
編
・
前
掲
（
注
（
）
二
七

五
︲
二
七
八
頁
参
照
。

（
（9
）　

こ
の
観
点
か
ら
、
法
整
備
支
援
に
際
し
て
は
、
相
手
国
へ
の
自
律
性
の
強
制
の
問
題
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
大
屋
雄
裕
「
法
整

備
支
援
」
西
原
編
・
前
掲
（
注
（
）
二
五
一
︲
二
五
五
頁
参
照
。

（
（0
）　

松
尾
弘
「
民
法
改
正
と
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
―
―
統
一
化
の
要
請
と
民
法
原
則
の
動
揺
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
九
三
号
（
二

〇
一
二
）
一
八
︲
二
一
頁
参
照
。

（
（（
）　

松
尾
弘
『
民
法
改
正
を
読
む
―
―
改
正
論
か
ら
学
ぶ
民
法
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
）
五
︲
一
三
頁
、
四
八
︲
五
四

頁
、
一
〇
一
︲
一
〇
三
頁
、
二
一
六
︲
二
三
八
頁
。

（
（2
）　

例
え
ば
、
国
際
物
品
売
買
契
約
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
（
一
九
八
〇
年
採
択
、
一
九
八
八
年
発
効
。
日
本
は
二
〇
〇
八
年
に
加
入

書
寄
託
・
公
布
、
二
〇
〇
九
年
発
効
）
等
。

（
（3
）　

法
制
審
議
会
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
」
第
（0
・
（
⑵
、
第
2（
・
2
、
第
（2
・

（
に
対
す
る
、
同
「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
要
綱
仮
案
」
第
（（
・
（
、
第
2（
・
2
、
第
（3
・
（
、
第
（3
・
2
⑴
参
照
。

（
（4
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
山
田
八
千
子
「
民
法
（
債
権
法
）
改
正
過
程
と
立
法
過
程
の
在
り
方
―
―
立
法
の
哲
学
の
視
点
か
ら
」
井
田

良
＝
松
原
芳
博
編
『
立
法
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
３　

立
法
実
践
の
変
革
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
四
）
一
七
四
︲
一
八
三
頁
、
一
八

八
︲
一
九
五
頁
参
照
。
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（
（5
）　

松
尾
・
前
掲
（
注
（（
）
二
三
七
頁
、
同
「
法
整
備
支
援
か
ら
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｌ
へ
―
―
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｌ
と
い
う
試
み
⑵
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
九
七
四
号
（
二

〇
一
二
）
八
三
︲
九
一
頁
、「
法
整
備
支
援
か
ら
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｌ
へ
」
比
較
法
研
究
七
四
号
（
二
〇
一
二
）
一
五
三
︲
一
六
〇
頁
。

　

反
同
性
愛
法
の
よ
う
な
人
権
に
関
わ
る
立
法
に
関
し
て
も
、
立
法
そ
れ
自
体
を
外
部
か
ら
批
判
す
る
こ
と
は
適
切
で
な
い
。
批
判
者

は
、
そ
の
改
正
や
廃
止
が
正
当
性
を
も
つ
こ
と
の
説
得
的
理
由
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
実
現
に
通
じ
う
る
あ
ら
ゆ
る
ル
ー
ト
か
ら
実
際

に
働
き
か
け
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

（
（（
）　

松
尾
・
前
掲
（
注
（0
）
二
〇
︲
二
一
頁
。
民
法
の
あ
り
方
と
し
て
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
そ
れ
ぞ
れ
の
民
法
」
と
い
う
考
え
方
を
提

示
す
る
、
池
田
真
朗
『
民
法
は
お
も
し
ろ
い
』（
講
談
社
、
二
〇
一
二
）
二
二
七
︲
二
二
八
頁
が
示
唆
に
富
む
。

（
（（
）　

制
度
改
革
を
通
じ
た
開
発
の
方
法
に
関
し
て
は
、
松
尾
・
前
掲
（
注
（
）
一
二
八
︲
二
一
一
頁
参
照
。

（
（8
）　

制
度
改
革
の
手
段
と
し
て
は
宗
教
、
道
徳
教
育
等
も
重
要
で
あ
る
が
、
法
は
国
家
の
強
制
力
と
権
威
を
活
用
し
う
る
点
に
特
徴
を
も

つ
。

（
（9
）　

開
発
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
法
の
支
配
は
、
①
社
会
構
成
員
に
よ
る
ル
ー
ル
遵
守
の
習
慣
、
②
ル
ー
ル
の
形
式
化
、
③
執
行
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
整
備
、
④
ル
ー
ル
の
内
容
の
良
さ
を
検
証
す
る
規
範
理
論
の
構
築
を
含
む
重
層
的

0

0

0

な
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
は
一
度
に
定

着
す
る
も
の
で
は
な
く
、
時
間
を
か
け
て
段
階
的

0

0

0

に
か
つ
市
民
の
認
識
と
受
容
を
経
て
動
態
的

0

0

0

に
浸
透
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。

開
発
に
お
け
る
法
の
支
配
の
概
念
に
関
し
て
は
、
松
尾
・
前
掲
（
注
（
）
一
五
四
頁
、
一
八
五
︲
二
〇
〇
頁
、
二
四
四
︲
二
六
三
頁
、
と

く
に
一
九
〇
︲
二
〇
〇
頁
参
照
。

（
80
）　

例
え
ば
、
法
の
正
統
性
と
正
当
性
の
相
補
作
用
は
、
正
統
性
の
確
保
を
重
視
す
る
法
実
証
主
義
と
正
当
性
の
具
体
化
を
重
視
す
る
自

然
法
論
の
対
立
が
、
理
論
的
に
平
行
線
を
辿
る
よ
う
な
接
点
の
な
い
も
の
と
は
い
え
な
い
こ
と
を
強
く
示
唆
し
て
い
る
。
今
後
は
、
法
の

正
統
性
と
正
当
性
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
と
相
互
関
係
に
さ
ら
に
立
ち
入
っ
て
考
察
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
法
実
証
主
義
と
自
然
法
論
を

架
橋
す
る
法
理
論
の
構
築
が
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
、Raz, op. cit. (n. 23), pp. 2（2-2（3 

（
松
尾
訳
二
五
二
頁
。
な
お
、
同
書
二
三
二
頁
お
よ
び
同
所
注
（（
も
参
照
）
が
あ
る
。


